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第２回 市民表彰

地震・津波対策を加速させます

香山寺からの眺望が良くなりました

ふるさと応援寄付金 大幅に増加

天神橋商店街 ヒマワリ効果で始動

歴史の窓 土豫銀行
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ヒマワリ畑　天神橋商店街

　ドラマ「遅咲きのヒマワリ」で「四万十の新宿」
として全国的に有名になった天神橋商店街には、
多くのファンや観光客が訪れています。
　こうした動きを、商店街の活性化につなげよう
と、地元では「ヒマワリ応援隊」を結成し、ロケ地
マップ作成、ドラマ続編要望署名活動のほか、
アーケードの天井や支柱にヒマワリをデザイン
した大型看板やタペストリー、イラストなどをた
くさん掲げています。
　市も旧土豫銀行建物に大型ビデオを設置し、観
光、イベントなどの情報発信を始めました。

（6ページ）
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四万十川花絵巻 菜の花の巻四万十川花絵巻 菜の花の巻 3/ （金）１ 4/ （日）7

問い合わせ先 四万十市観光振興連絡会議（事務局）　(市)観光課 観光係 ☎（34）1783　(社)四万十市観光協会 ☎(35)4171

菜の花の宴

3月9日（土）、10日（日）10時～15時
　菜の花ご当地“入田物産展”
　四万十食まつり
　その他
　　・巣箱作り体験
　　・ざわめきテント（飲食販売）
　　・ミニバックフォー体験
　　・四万十川自然観察会
　　・菜の花写生コンテスト
　　・四万十川PRテント（降雨体験機、３Dシアター）
　　・春の野草試食会（12時～14時）

　　野点（無料／先着200人）（13時～15時）
　　琴の演奏（13時～）
　　うまいちやフェスタ
　　　※雨天時は天神橋アーケード内で開催
　　　・市内飲食店等による四万十のグルメ大集合
　　　・チケット制での販売となります

　　子供宝探し（小学生以下）（13時～）
　　　・100人にお菓子プレゼント

　　夢灯りの小径（菜の花提灯の無料貸出を行い
　　ます）
　　・菜の花の小径に、具同小学校・東中筋小学校

児童作成の紙灯籠や幡多農高作成の竹灯籠
を設置します。

　　菜の花コンサート※雨天時順延（3月24日)
　　・市立中村西中学校音楽部（11時～）
　　・市立中村中学校音楽部（13時～）
　　・県立中村中学高等学校音楽部（14時～）

　　第1回入田桜堤公園ジュニアクロスカント　
　　リー大会
　【問い合わせ・申込先】
　　幡多陸協理事（川西）☎ 090-4788-7087

3月9日、10日の2日間「菜の花バス」が巡回します。ぜひご利用ください。（片道乗車料金100円）

入田会場15：05着以外は、全て発車時刻です。ただし予定につき多少の遅速があります。

物産館サンリバー四万十
中村駅
市役所前
新ロイヤルホテル四万十
中村プリンスホテル
会場（入田ヤナギ林）

9:30
9:35
9:40
9:45
9:49
10:00

10:20
10:25
10:30
10:35
10:39
10:50

11:50
11:55
12:00
12:05
12:09
12:20

12:40
12:45
12:50
12:55
12:59
13:20

13:40
13:45
13:50
13:55
13:59
14:10

15:40
15:45
15:50
15:55
15:59

14:40
14:45
14:50
14:55
14:59
15:05着
15:20発

　　街なか博物館(10時～15時)
　　～日本一小さなスーパーカーショー＆
　　　懐かしい車と防災フェア～
　　・一条通商店街を会場に、働く車の展示会を

開催。
・特別展示として「遅咲きのヒマワリ」のドラ
マ撮影で実際、使用された 『I love shimanto
号』『ふじい金物店号』の劇場車の展示もあ
ります。

I Love Shimanto号
　ラッピング公用車始動！
　ドラマ「遅咲きのヒマワリ」でおなじみの「I Love 

Shimanto号」のラッピングカーが市役所に登場し

ました。

　佐田沈下橋や、その近くの丈太郎宅、安並水車の

里、一條神社、天神橋商店街などに、たくさんの人

が訪れています。

「遅咲きのヒマワリ」
ロケ地がにぎわっています
「遅咲きのヒマワリ」
ロケ地がにぎわっています

場所：入田ヤナギ林場所：入田ヤナギ林

※入田物産展は3月31日まで土、日、祝開催

桜の巻桜の巻 場所：為松公園 期間：3月16日(土)～4月7日(日)　ぼんぼり点灯：18時～22時
　　 期間中は車両通行規制（小姓町側→丸の内側のみの一方通行）あり

佐田沈下橋市役所西入口
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昨
年
12
月
23
日
、
市
立
中
央
公
民
館
で
第

２
回
市
民
表
彰
式
を
行
い
、
各
分
野
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
々
の
功
績
を
た
た
え
、
表
彰

状
等
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
い
ず
れ
も
防
災
、

文
化
、
福
祉
や
経
済
そ
の
他
各
般
に
わ
た
り

市
勢
発
展
に
寄
与
さ
れ
、
ま
た
市
民
の
模
範

と
な
る
よ
う
な
善
行
を
多
年
に
わ
た
り
積

み
重
ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
個
人
と
団
体
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◎
市
民
賞：

２
名

永
野  

撿（
86
歳
、中
村
東
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
自
主
防
災
組
織
の
設
立
や

他
地
域
へ
波
及
さ
せ
た
ほ
か
、
パ
ト
ロ
ー
ル

活
動
や
街
頭
指
導
を
行
う
な
ど
、
そ
の
卓
越

し
た
指
導
力
を
も
っ
て
本
市
の
安
心
安
全
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
貢
献
。

景
平
　

弥
輔（
79
歳
、蕨
岡
甲
）

　

多
年
に
わ
た
り
休
眠
状
態
で
あ
っ
た
伝
統

芸
能
「
蕨
岡
く
ど
き
」
の
復
活
・
普
及
に
努
め

ら
れ
、
そ
の
強
い
意
思
と
実
践
力
は
次
世
代

へ
の
架
け
橋
と
な
る
と
と
も
に
本
市
の
歴
史

文
化
の
振
興
に
貢
献
。

◎
功
労
表
彰：
２
名
・
１
団
体

伊
　
　

光
明（
69
歳
、森
沢
）

　

多
年
に
わ
た
り
積
極
的
な
相
談
活
動
な

ど
、地
域
の
障
害
者
福
祉
の
向
上
に
貢
献
。

町
田
　

隆（
63
歳
、中
村
東
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
歯
科
校
医
と
し
て
児
童
の

検
診
及
び
口
腔
保
健
活
動
の
ほ
か
予
防
歯
科

の
啓
発
・
普
及
に
尽
力
。

写
団 

四
万
十（
具
同
田
黒
）

　

多
年
に
わ
た
り
撮
影
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
写

真
提
供
の
ほ
か
写
真
技
術
向
上
な
ど
文
化
振

興
に
貢
献
。

◎
善
行
表
彰：

３
名

土
居
　

住
江（
86
歳
、中
村
本
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
高
齢
者
の
憩
い
の
場
の
提

供
と
慰
問
活
動
な
ど
、
高
齢
者
福
祉
の
向
上

に
貢
献
。

佐
竹
　

澄
恵（
73
歳
、古
尾
）

　

多
年
に
わ
た
り
林
道
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
続
け
、
安
心
安
全
な
道
路
環
境
づ
く
り

に
貢
献
。

井
森
　

正
人（
51
歳
、南
国
市
小
籠
）

　

多
年
に
わ
た
り
日
曜
市
で
母
を
助
け
孝
養

の
模
範
の
み
な
ら
ず
、
街
な
か
の
賑
わ
い
づ

く
り
に
貢
献
。

な
が  

の

か
げ  

ひ
ら

や
　

す
け

い
　

と
う

み
つ
あ
き

ま
ち
　

だ

た
か
し

と
ど
む

し
ゃ 

だ
ん

し   

ま
ん  

と

ど
　

  

い

す
み  

え

さ  

た
け

す
み
え

い   

も
り

ま
さ 

ひ
と

　

平
成
25
年
５
月
14
日
で
任
期
満
了
と
な
る
四

万
十
市
長
選
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
選
挙
の
期
日
　

４
月
21
日(

日)

■
選
挙
期
日
の
告
示
日
　

　

４
月
14
日(

日)

■
選
挙
人
名
簿
被
登
録
資
格
決
定
の
基
準
日

　

４
月
13
日(

土)

　

（
年
齢
に
つ
い
て
は
平
成
５
年
４
月
22
日
以
前

　

に
生
ま
れ
た
人
）

■
登
録
日
　

４
月
13
日(

土)

■
選
挙
人
名
簿
縦
覧
日
等

　

期
　

日
　

４
月
14
日(

日)

　

場
　

所
　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　

（
市
役
所
４
階
）

■
立
候
補
予
定
者
等
事
前
説
明
会

　

立
候
補
予
定
者
、推
薦
届
出
者
、出
納
責
任
者
、

選
挙
運
動
員
予
定
者
等
の
人
は
、ご
出
席
く
だ
さ

い
。

　

日
　

時
　

３
月
22
日（
金
）13
時
30
分
〜

　

場
　

所
　

市
役
所
３
階
会
議
室

　
　
　
　
　
　

  

（
３
０
３
〜
３
０
５
）

　

持
参
す
る
も
の

　

立
候
補
予
定
者
お
よ
び
説
明
会
出
席
者
の
印
鑑

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　

☎（
３
４
）１
７
８
４

四
万
十
市
長
選
挙
の

執
行
に
つ
い
て

市
民
表
彰

市
民
表
彰

栄
え
あ
る
受
賞

  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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国
は
、緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、20
兆
円

規
模
の
平
成
24
年
度
補
正
予
算
案
を
閣
議

決
定
し
、東
日
本
大
震
災
の
復
興
関
連
、イ

ン
フ
ラ
整
備
な
ど
、
緊
急
性
の
高
い
事
業

を
優
先
的
に
取
り
組
む
、と
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
と
し
て
も
、
防
災
関
連
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
つ
い
て
積
極
的
か
つ
重
点
的
に

取
り
組
む
方
針
で
あ
り
、
国
の
緊
急
経
済

対
策
が
、
本
年
度
補
正
予
算
と
し
て
計
上

で
き
る
よ
う
、現
在
、県
を
通
じ
て
強
く
要

望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

内
容
と
し
て
は
、
国
補
助
に
よ
る
防
災

関
連
事
業
と
し
て
避
難
路
、
耐
震
性
貯
水

槽
、防
災
行
政
無
線
、住
宅
の
耐
震
化
な
ど

約
７
億
３
千
万
円
、ま
た
、道
路
事
業
の
約

２
億
５
千
万
円
を
含
め
、
約
10
億
円
規
模

の
補
正
予
算
を
来
た
る
３
月
議
会
に
提
案

し
、一
気
に
事
業
の
加
速
化
を
図
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）総
務
課 

防
災
対
策
係

　

☎（
３
５
）２
０
４
４

地
震
・
津
波
対
策

　

加
速
さ
せ
ま
す

地
震
・
津
波
対
策

　

加
速
さ
せ
ま
す

地
震
・
津
波
対
策

　

加
速
さ
せ
ま
す

　

市
で
は
、
南
海

地
震
や
地
震
に
伴

う
津
波
ま
た
は
洪

水
な
ど
に
よ
る
大

規
模
災
害
が
発
生

し
た
際
の
避
難
場

所
と
し
て
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
た

め
、
四
万
十
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
と

協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
八
束
地
区
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置

す
る
高
台
の
ゴ
ル
フ
場
で
、ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
や
一

定
規
模
の
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
て
お
り
、災
害
時
に

は
住
民
や
来
訪
者
な
ど
多
く
の
人
が
避
難
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
の
南
海
地
震
が
ど
の
程
度
の
規
模
に
な
る

か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、昨
年
内
閣
府
や
高
知
県

か
ら
発
表
さ
れ
た
最
悪
の
場
合
を
想
定
し
た
地

震
・
津
波
予
測
で
は
、早
い
と
こ
ろ
で
約
10̃

15
分

で
１
ｍ
を
超
え
る
津
波
が
到
達
す
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

安
全
に
避
難
で
き
る
高
台
に
避
難
場
所
と
し

て
活
用
で
き
る
施
設
が
少
な
い
八
束
地
区
に
お

い
て
は
、大
変
重
要
な
協
定
で
す
。

　

今
後
も
避
難
路
や
避
難
場
所
の
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、民
間
事
業
所
等
へ
の
協
力
に
つ
い

て
も
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

四
万
十
Ｃ
Ｃ
と

避
難
場
所
の
協
定
を
締
結

四
万
十
Ｃ
Ｃ
と

避
難
場
所
の
協
定
を
締
結

四
万
十
Ｃ
Ｃ
と

避
難
場
所
の
協
定
を
締
結

■初崎津波避難タワーの改修
津波の新想定で安全高が確保されないため、改善します。

■住宅耐震化の強化
住宅の倒壊から命を守ります。

■耐震性貯水槽（地上型）の新設
非常時の飲料水・防火用水を確保します。

■避難路の整備（下田・八束・古津賀）
津波からの逃げ道を確保します。
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香
山
寺
市

民
の
森
の
三

重
の
塔
か
ら

の
眺
望
が
、

具
同
、
旧
町

内
、
東
山
、
下

田
、
太
平
洋

を
見
渡
せ
る

よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
関

係
地
権
者
の

皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
い
た

だ
き
、
こ
の
ほ
ど
山
頂
周
辺
の
樹
木
を
伐
採
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
素
晴
ら
し
い
景
観
を
ご
覧
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
香
山
寺
へ
の
道
路
は
一
車
線
で
幅
員
が
狭

く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
対
面
車
両
と
す
れ
違
う
際

に
は
譲
り
合
い
の
気
持
ち
を
も
っ
て
、
充
分
注
意
し

て
走
行
し
て
く
だ
さ
い
。

開
園
時
間
　

　

10
月
１
日
〜
３
月
15
日
の
間
は
９
時
〜
16
時
30
分

　

３
月
16
日
〜
９
月
30
日
の
間
は
９
時
〜
19
時

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）都
市
整
備
課 

計
画
係
　

☎（
３
４
）１
７
８
２ 太平洋を望めます

　

市
と
高
知
大
学
は
、
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し

た
連
携
協
定
を
締
結
し
、
天
然
ア
ユ
を
守
る
た
め
の

取
り
組
み
や
、
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
生
産
量
ア
ッ
プ
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
こ
の
取
り
組
み
に
携
わ
っ
て
い
た
だ

い
た
先
生
方
を
お
招
き
し
、
調
査
研
究
に
関
す
る
報

告
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　

時
　

３
月
１
日（
金
）
　

14
時
〜
16
時

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館 

１
階
大
会
議
室

報
告
内
容(

い
ず
れ
も
仮
題
）

　

・「
亜
寒
帯
か
ら
熱
帯
ま
で
分
布
す
る
ア
ユ
の
多
様

性
」

　
　
　

木
下
泉 

教
授

　
　
　

（
高
知
大
学
教
育
研
究
部
総
合
科
学
系 

黒
潮

圏
科
学
部
門
）

　

・「
四
万
十
川
に
お
け
る
ア
ユ
の
産
卵
場
の
環
境
変

化
と
河
口
内
で
の
仔
稚
魚
の
分
布
と
生
長
」

　
　
　

東
健
作 

室
長

　
　
　

（
西
日
本
科
学
技
術
研
究
所 

四
万
十
研
究
室
）

　

・「
四
万
十
川
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
の
特
色
と
『
こ
れ
か

ら
』」

　
　
　

平
岡
雅
規 

准
教
授

　
　
　

（
高
知
大
学
教
育
研
究
部
総
合
科
学
系 
黒
潮

圏
科
学
部
門
）

参
加
費
　

無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）観
光
課 

四
万
十
川
対
策
係

　
　

☎（
３
４
）１
１
７
０

四
万
十
市
・
高
知
大
学
連
携
事
業
　

　平成20年10月に制度を開始した四万十市ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）には、全国の皆さまからたくさ

んのご寄附とともに応援メッセージが寄せられています。

　平成24年中は、339件、6,775,210円のご寄附をいただき、平成23年中の133件、3,881,080円から大幅な増加と

なりました。温かいご支援に対して、厚くお礼申し上げます。

　いただいたご寄附は、「四万十市ふるさと応援基金」にいったん積み立てたあと、活力あるまちづくりのため

に大切に活用させていただきます。

暦年別の推移 寄附金の使途の指定内訳　※H24年中寄附分

【問い合わせ先】（市）企画広報課 秘書広報室 広報公聴係　☎（３４）１８１０

暦年

H20

H21

H22

H23

H24

計

件数

4

9

29

133

339

514

金額（円）

130,000

1,890,000

2,483,000

3,881,080

6,775,210

15,159,290

金額（円）

1,568,500

638,710

277,000

94,500

198,000

3,998,500

6,775,210

使途（事業の種類）

ふるさとの環境と景観を守る事業

ふるさとの人（高齢者、子どもなど）を守り育む事業

ふるさとの産業を守り育む事業

ふるさとのイベントを守り育む事業

ふるさとを災害から守る事業

市長が必要と認める事業（市長にお任せ）

計

ふるさと応援寄附金 大幅に増加
24年中 339件、677万円

ふるさと応援寄附金 大幅に増加
24年中 339件、677万円

ふるさと応援寄附金 大幅に増加
24年中 339件、677万円

平
成
25
年
2
月
号

5



  

 

１
月
26
日（
土
）

第
２
回 

大
会
」

 

天
神
橋
商
店
街
を
発
着
点
と
し
た
中
心
市
街

児
童
の
健
全
育
成

参
加
す
る
保
護

絆
を
深
め
る
こ
と

 

今
年
は
去
年
よ
り
も
多
く

子
23

女
子
20

沿
道
に
も
多

 

選
手
の
児
童
た
ち
は
そ
れ
を
も
の
と
も
せ

5.8

 

ムヒマワリ一色の中をゴール

　

ド
ラ
マ
「
遅
咲
き
の
ヒ
マ
ワ
リ
」
で
主
要
ロ
ケ
地
と
な
っ
た

天
神
橋
商
店
街
に
は
、
佐
田
沈
下
橋
、
安
並
水
車
な
ど
と
同
様

に
、放
送
中
か
ら
ド
ラ
マ
フ
ァ
ン
た
ち
が
訪
ね
て
き
て
い
ま
し

た
が
、年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
帰
省
客
も
加
わ
り
ピ
ー
ク
に

な
り
、い
ま
も
余
波
は
続
い
て
い
ま
す
。

　

天
神
橋
商
店
街
振
興
組
合
で
は
、
こ
う
し
た
動
き
を
受
け

て
、ヒ
マ
ワ
リ
応
援
隊（
隊
長
・
大
田
文
雄
さ
ん
）を
結
成
。

　

ド
ラ
マ
で
登
場
を
し
た
商
店
街
の
店
な
ど
を
紹
介
す
る「
ロ

ケ
地
マ
ッ
プ
」を
作
成
し
、無
料
配
布
を
始
め
た
と
こ
ろ
、問
い

合
わ
せ
が
殺
到
し
ま
し
た
。

　

年
明
け
か
ら
は
、ド
ラ
マ
の
続
編
製
作
を
要
望
す
る
署
名
活

動
も
開
始
。
市
な
ど
も
協
力
し
、
商
店
街
各
店
、
市
役
所
、
文
化

セ
ン
タ
ー
、中
村
駅
、幡
多
信
金
本
店
な
ど
、約
20
カ
所
に
署
名

簿
を
置
き
、す
で
に
１
月
28
日
現
在
で
４
５
０
０
人
を
超
え
る

署
名
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、小
京
都
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
に
あ
わ
せ
て
、ヒ
マ
ワ
リ
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
大
型
看
板
や
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、イ
ラ
ス
ト
な
ど
も

掲
げ
、さ
な
が
ら
ア
ー
ケ
ー
ド
内
は「
ヒ
マ
ワ
リ
畑
」に
変
じ
て

い
ま
す
。ヒ
マ
ワ
リ
関
連
商
品
、グ
ッ
ズ
と
し
て
、手
ぬ
ぐ
い
、タ

オ
ル
ケ
ッ
ト
な
ど
も
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、飲
食
店
で
は
、ヒ
マ

ワ
リ
定
食
、そ
ば
、な
ど
の
開
発
検
討
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
も
旧
土
豫
銀
行
建
物
を
解
体
ま
で
の
間
有
効
活
用
す
る

こ
と
に
し
、
カ
ラ
オ
ケ
店
時
代
、
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
使
っ
て
い

た
壁
面
に
大
型
ビ
デ
オ
装
置
を
設
置
し
、
観
光
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
情
報
発
信
を
始
め
ま
し
た
。

　

市
の
中
心
市
街
地
で
あ
る
天
神
橋
商
店
街
に
、賑
わ
い
の
花

が
大
き
く
開
く
よ
う
、市
と
し
て
も
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

ヒ
マ
ワ
リ
効
果
で
始
動

　

天
神
橋
商
店
街
　

　
　

賑
わ
い
の
花
を
咲
か
せ
よ
う

ヒ
マ
ワ
リ
効
果
で
始
動

　

天
神
橋
商
店
街
　

　
　

賑
わ
い
の
花
を
咲
か
せ
よ
う
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成
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歴
史
の
窓

歴
史
の
窓

土
豫
銀
行

　

天
神
橋
商
店
街
に
あ
る
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
Ｔ
Ｊ
Ｂ
」は
、県

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
費

補
助
金
を
活
用
し
、
平
成
24
年
３

月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
。
そ
の
店
舗

管
理
・
運
営
は
天
神
橋
商
店
街
振

興
組
合
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
新

規
開
業
に
向
け
て
の
支
援
と
し
て
、

県
や
市
お
よ
び
商
工
会
議
所
に
よ

る
経
営
指
導
や
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参

加
、
商
店
街
組
合
員
に
よ
る
店
舗

運
営
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
新
規
開

業
時
の
店
舗
探
し
な
ど
出
店
者
の

独
立
開
業
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
第
１
期
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
と
し
て
「
ミ
シ
ン
屋
ヤ
ナ

ダ
」と「
フ
ラ
＆
ハ
ワ
イ
ア
ン
雑
貨 

A
lo
h
a
 k
u‘
u
’a
in
a

」
の
２
店
舗

が
出
店
し
、「
ミ
シ
ン
屋
ヤ
ナ
ダ
」

は
６
月
に
同
商
店
街
内
に
独
立
開

業
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
第
２
期
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
と
し
て
10
月
に
「
ゆ
ら
ゆ

ら
整
体
と
花
療
法
和
癒
」
11
月
に

「
森
自
転
車
店
」
12
月
に
「s

o
u
n
d
 

s
p
a
c
e
 k
a
riy
a

」
が
営
業
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

Ｔ
Ｊ
Ｂ
」
で
は
、
随
時
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
募
集
要
項

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
卒
業
後
、

　

天
神
橋
商
店
街
に
新
規
開
業
す

　

る
意
欲
の
あ
る
人

●
原
則
と
し
て
小
売
業
を
行
う
人

　

詳
細
は
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

　

プ
Ｔ
Ｊ
Ｂ
」
事
務
局
ま
で
お
気

　

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
先
】

四
万
十
市
中
村
天
神
橋
54

天
神
橋
商
店
街
振
興
組
合

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
T
J
B
事

務
局

0（
３
５
）２
０
１
９

（
担
当：

田
中
・
深
瀬
）

　

昭
和
４
年（
１
９
２
９
年
）、幡
多
銀
行（
幡
多
郡

中
村
町
、
大
正
９
年
設
立
）
と
御
荘
銀
行
（
南
宇
和

郡
御
荘
村
、明
治
45
年
設
立
）が
合
併
を
し
て
誕
生
。

資
本
金
１
５
０
万
円
、初
代
頭
取
山
泉
利
重
。

　

本
店
を
中
村
に
置
き
、
支
店
網
は
幡
多
一
円
に

及
び
、
宿
毛
、
清
水
、
下
田
、
有
岡
、
入
野
、
三
崎
、
下

川
口
、下
ノ
加
江
、川
崎
、十
川
の
ほ
か
、南
宇
和
郡

に
４
支
店
を
有
し
て
い
ま
し
た
。
　

　

当
時
、県
内
の
普
通
銀
行
は
、四
国
銀
行
と
の
２

行
だ
け
で
し
た
が
、戦
時
下
、１
県
１
行
の
国
策
に

よ
り
、昭
和
19
年
、四
国
銀
行
に
吸
収
合
併
を
さ
れ
、

そ
の
名
前
は
消
え
ま
し
た
。

　

現
在
も
残
る
土
豫
銀
行
本
店
建
物
（
天
神
橋

ア
ー
ケ
ー
ド
内
）は
昭
和
８
年
の
建
設
。大
理
石
の

カ
ウ
ン
タ
ー
、
赤
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
い
た
階
段
な

ど
、落
成
時
は
前
代
未
聞
の
豪
華
建
物
と
し
て
、大

勢
の
見
物
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

昭
和
21
年
の
南
海
地
震
で
も
生
き
残
り
、
最
近

で
は
、お
も
ち
ゃ
屋
、カ
ラ
オ
ケ
ス
タ
ジ
オ
な
ど
に

利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
一
昨
年
、
土
地
（
１
９

4
坪
）、建
物
の
い
っ
さ
い
が
所
有
者
の
山
泉
脩
氏

（
東
京
在
住
）
か
ら
本
市
に
、
商
店
街
の
活
性
化
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
無
償
譲
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、こ
れ
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
に
、建

物
の
耐
震
診
断
を
し
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
激
し

く
地
震
に
は
耐
え
ら
れ
ず
、
ま
た
補
強
工
事
に
は

膨
大
な
費
用
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
建
物
を
取
り

壊
し
、
愛
宕
町
に
つ
な
が
る
中
劇
跡
地
（
現
駐
車

場
）等
も
含
め
た
周
辺
一
帯
を
再
開
発
し
、中
心
市

街
地
に
人
を
呼
び
戻
す
た
め
の
核
と
な
る
施
設

（
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
等
多
目
的
文
化
施
設
）を
つ
く
る

方
針
で
、地
元
等
と
協
議
を
し
て
い
き
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
Ｔ
Ｊ
Ｂ

　
　
　
　
　
　
　

出
店
者
募
集

旧御荘支店（現存） 中村本店と同設計
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【
農
商
工
連
携
支
援
】

　

市
で
は
、農
商
工
連
携
に
よ
る
地
域
商
品
の
開
発
と
地
産
地

消
お
よ
び
外
商
を
推
進
す
る
た
め
、
商
品
の
企
画
、
開
発
段
階

か
ら
販
路
開
拓
に
い
た
る
ま
で
総
合
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
米
や
有
機
野
菜
な
ど
を
使
用
し
た
か
り
ん
と

う
（
４
０
０
１
０ 

し
ま
ん
と
う
）
、
ゆ
ず
の
加
工
品
（
ゆ
ず
皮

た
っ
ぷ
り
ゆ
ず
甘
酢
）、ぶ
し
ゅ
か
ん
の
加
工
品（
ぶ
し
ゅ
か
ん

ぽ
ん
酢
・
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
）、栗
の
加
工
品（
栗
渋
皮
煮
・
か

ん
ろ
煮
な
ど
）が
誕
生
。

　

現
在
は
、幡
多
管
内
の
物
産
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
を
は
じ
め

観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
高
知
空
港
や
ま
る
ご
と
高
知（
東
京

銀
座
）
で
の
販
促
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し
、
地
域
内
外
の
消

費
者
に
対
す
る
商
品
の

Ｐ
Ｒ
、販
売
促
進
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
阪
や
東
京
な

ど
で
開
催
さ
れ
る
商
談

会
へ
も
積
極
的
に
出
展
。

そ
の
結
果
、
都
市
圏
の
量

販
店
な
ど
多
く
の
関
連

業
者
と
の
商
談
に
結
び

つ
き
、
他
の
出
展
企
業
等

の
平
均
を
上
回
る
成
約

件
数
を
獲
得
す
る
な
ど

販
路
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）商
工
課 

商
工
・
雇
用
対
策
係
　

☎（
３
４
）１
１
２
６

【
実
践
型
地
域
雇
用
創
造
事
業
】

　

平
成
24
年
７
月
か
ら「
豊
か
な
自
然
・
豊
か
な
資
源
・
豊
か
な

人
材
が
融
合
す
る
ま
ち
　

四
万
十
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
実
践
型

地
域
雇
用
創
造
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

８
名
の
契
約
職
員
が
天
神
橋
ア
ー
ケ
ー
ド
内
の
事
務
所
と

一
条
通
の
加
工
場
を
拠
点
と
し
て
本
市
の
地
域
資
源
を
活
か

し
た
商
品
開
発
や
そ
れ
と
連
動
し
た
講
座
を
行
い
、地
域
で
の

雇
用
創
造
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
事
業
内
容

　

①
雇
用
拡
大
メ
ニ
ュ
ー

　

・
販
売
流
通
促
進
講
座

　

・
新
規
創
業
・
事
業
拡
大
セ
ミ
ナ
ー

　

・
85
森
林
研
修
・
林
業
効
率
化
セ
ミ
ナ
ー
　

な
ど

　

②
人
材
育
成
メ
ニ
ュ
ー

　

・
加
工
技
術
向
上
研
修

　

・
高
付
加
価
値
型
農
産
物
生
産
計
画
・
技
術
力
向
上
研
修

　

・
85
森
林
活
用
研
修
　

な
ど

　

③
就
職
促
進
メ
ニ
ュ
ー

　

・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
促
進
事
業

　

・
就
職
相
談
事
業
　

な
ど

　

④
実
践
メ
ニ
ュ
ー

　

・
四
万
十
商
品
開
発
販
売
促
進
事
業

■
講
座
等
へ
の
参
加
者
の
声

　

・
専
門
的
で
あ
り
な
が
ら
わ
か
り
や
す
い
講
座
内
容
で
参
考

と
な
っ
た
。

　

・
短
期
間
で
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
生
ま
れ
た
の
で
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
重
要
性
を
感
じ
た
。

　

・
四
万
十
市
の
商
品
開
発
の
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ワ
ク

ワ
ク
し
た
。

　

・
四
万
十
市
の
資
源
を
活
か
し
た
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

四
万
十
市
雇
用
創
造
促
進
協
議
会
　

 

☎（
３
４
）９
５
７
０

　

（
市
）商
工
課 

商
工
・
雇
用
対
策
係
　

 

☎（
３
４
）１
１
２
６

【
商
店
街
活
性
化
、空
き
店
舗
対
策
】

　

本
市
の
中
心
市
街
地
商
店
街
で
は
、
近
年
、
後
継
者
不
足
や

郊
外
の
大
型
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
影
響
で
空
き
店
舗
が
急
増
し

て
い
ま
し
た
。こ
れ
は
、本
市
だ
け
で
は
な
く
、全
国
的
に
深
刻

な
問
題
で
す
。

　

こ
の
現
状
を
打
破
し

よ
う
と
天
神
橋
商
店
街

振
興
組
合
で
は
、新
規
出

店
者
募
集
や
、家
主
と
の

家
賃
交
渉
な
ど
に
地
道

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、空
き
店
舗

等
の
解
消
が
徐
々
に
進

ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
３
月
に
は
、

一
定
期
間
お
店
を
開
業

し
て
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ

等
を
習
得
し
て
も
ら
う

た
め
の
施
設
と
し
て
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
Ｔ
Ｊ
Ｂ
」
を
開

設
。こ
の
制
度
を
活
用
し
、こ
れ
ま
で
に
１
店
舗
が
独
立
開
業
。

今
後
も
４
店
舗
が
順
次
独
立
開
業
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、商
店
街
の
空
き
店
舗
で
新
規
創
業
や
事
業
拡
大
等
を

行
う
場
合
の
改
装
費
用
に
対
す
る
高
知
県
・
四
万
十
市
の
補
助

制
度
も
積
極
的
に
活
用
し
、
こ
れ
ま
で
に
７
店
舗
が
開
店
。
今

年
度
末
ま
で
に
は
、さ
ら
に
３
店
舗
が
開
店
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
平
成
24
年
２
月
に
13
箇
所
あ
っ
た
天
神
橋

商
店
街
の
空
き
店
舗
を
今
後
は
６
箇
所
ま
で
半
減
さ
せ
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
活
気
を
取
り
戻
す
た
め
に
、今
後
も
商
店
街

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、中
心
市
街
地
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）商
工
課 

商
工
・
雇
用
対
策
係
　

☎（
３
４
）１
１
２
６

特
集

市
の
事
業
紹
介

 
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

 ―

産
業
お
こ
し
と
雇
用
の
創
出―

 
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

 ―

産
業
お
こ
し
と
雇
用
の
創
出―

 
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

 ―

産
業
お
こ
し
と
雇
用
の
創
出―

大阪市で行われた商談会

天神橋おかみさんまつり
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【
新
規
就
農
者
の
育
成
・
確
保
】

新
規
就
農
研
修
支
援
事
業

　

市
で
は
、こ
れ
か
ら
の
本
市
の
農
業
を
担
う
農
業
者
の
育
成
・

確
保
を
図
る
た
め
、新
た
に
農
業
を
始
め
た
い
強
い
意
欲
の
あ
る

人
を
対
象
に
、地
域
の
先
進
農
家
等
の
指
導
の
も
と
営
農
に
必
要

な
技
術
を
習
得
し
て
も
ら
う
研
修
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。研

修
期
間
中
は
研
修
手
当（
月
額
15
万
円
）が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
春
木 

英
さ
ん（
兵
庫
県
出
身
、31
歳
）

　

「
施
設
生
姜
を
つ
く
り
た
い
！
」
と
の
強
い

思
い
で
現
在
研
修
中
で
す
。覚
え
る
こ
と
ば
か

り
で
大
変
な
毎
日
で
す
が
、自
分
の
夢
に
向
け

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

●
山
本 

武
史
さ
ん

　

（
香
川
県
出
身
、38
歳
、研
修
期
間
１
年
）

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
農
薬
を
使
わ
な
い
で
、

安
心
・
安
全
な
お
米
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。地
元

の
人
々
か
ら
の
支
援
を
う
け
な
が
ら
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

●
西
尾 

祐
佐
さ
ん

　

（
本
市
出
身
、36
歳
、研
修
期
間
２
年
）

　

今
年
の
４
月
か
ら
施
設
野
菜
を
主
に
直
販
所

に
出
荷
し
て
い
ま
す
。研
修
と
違
い
毎
日
苦
労

の
連
続
で
す
が
、こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

四
万
十
農
園
あ
ぐ
り
っ
こ
・
西
土
佐
農
業
公
社

　

四
万
十
農
園
「
あ
ぐ
り
っ
こ
」（
竹
島
）
や
西
土
佐
農
業
公
社

で
も
実
践
的
な
農
業
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、

新
た
に
ミ
デ
ィ
ト
マ
ト
の
栽
培
研
修
も
始
め
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）農
業
課 

農
業
振
興
係
　

 

☎（
３
４
）１
１
１
７

　

（
総
合
支
所
）産
業
建
設
課 

産
業
振
興
係
　

☎（
５
２
）１
１
１
１

【
市
産
材
利
用
促
進
】

四
万
十
市
産
材
利
用
促
進
方
針
策
定

　

四
万
十
市
産
材
の
利
用
の
促
進
を
目
的
と
し
て
、
公
共
建

築
、公
共
土
木
工
事
に
お
い
て
市
産
材
を
率
先
し
て
利
用
す
る

こ
と
を
定
め
た「
四
万
十

市
産
材
利
用
促
進
方
針
」

を
平
成
24
年
11
月
に
策

定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、東
京
都
港
区
の

「
み
な
と
モ
デ
ル
二
酸
化

炭
素
固
定
認
証
制
度
」に

賛
同
し
、「
間
伐
材
を
始

め
と
し
た
国
産
材
の
活

用
促
進
に
関
す
る
協
定
」

を
結
び
、将
来
の
市
産
材

の
地
産
外
商
へ
つ
な
が

れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

四
万
十
市
産
材
利
用
促
進
事
業

　

市
で
は
、
新
た
に
建
築
さ
れ
る
住
宅
の
う
ち
、
一
定
量
以
上

の
市
産
材
を
使
用
し
、所
定
の
条
件
を
満
た
し
た
住
宅
に
対
し

て
、
市
産
材
の
購
入
に
か
か
っ
た
費
用
の
一
部
を
、
施
主
に
助

成
す
る
制
度
を
平
成
23
年
６
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
補
助
金
額
　

上
限
１
５
０
万
円

■
実
　

績

　

・
平
成
23
年
度：

23
件

　

・
平
成
24
年
度：

25
件（
１
／
28
現
在
）

■
利
用
者
の
声

　

・
地
元
の
木
は
質
が
良
い
と
全
国
的
に
も
有
名
な
の
で
、
地

元
の
木
で
家
を
建
て
た
か
っ
た
。
地
元
の
業
者
さ
ん
に
も

還
元
で
き
、
市
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
い
い
制
度
だ
と

思
う
。

　

・
昔
か
ら
木
が
好
き
な
の
で
、
こ
の
補
助
制
度
は
ぜ
ひ
続
け

て
欲
し
い
。み
ん
な
に
宣
伝
し
た
い
。

　

・
こ
の
補
助
制
度
が
あ
る
か
ら
、
若
い
子
も
木
造
の
家
を
建

て
や
す
く
な
る
と
思
う
。
施
主
も
大
工
も
み
ん
な
喜
ん
で

い
る
。

　

・
地
元
の
も
の
と
い
う
と
農
産
物
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強

か
っ
た
が
、
市
産
材
を
使
っ
て
み
て
改
め
て
地
元
の
良
さ

や
愛
着
を
感
じ
ま
し
た
。

　

・
市
内
で
お
金
を
回
す
仕
組
み
と
い
う
意
味
で
も
、
市
内
の

業
者
に
建
て
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。

　

・
こ
の
制
度
は
、施
主
に
と
っ
て
も
、山
に
と
っ
て
も
良
い
こ

と
ば
か
り
。

　

・
山
に
囲
ま
れ
た
地
域
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
風
土
に
あ
っ

た
も
の（
木
材
等
）を
使
い
た
か
っ
た
。

　

【
四
万
十
ヒ
ノ
キ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
】

　

近
隣
の
三
原
村
、四
万
十
町
、中
土
佐
町
と
協
議
会
を
設
立
し
、

関
係
す
る
市
町
村
で
産
出
さ
れ
る
ヒ
ノ
キ
を「
四
万
十
ヒ
ノ
キ
」

と
い
う
名
称
で
売
り
出
す
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
高
知
市

内
や
東
京
都
で
開
催
さ

れ
た
木
材
関
連
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
、
四
万
十

ヒ
ノ
キ
の
利
用
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

　

今
後
も
四
万
十
ヒ
ノ

キ
と
し
て
の
知
名
度
を

上
げ
る
た
め
の
啓
も
う

と
併
せ
て
、
良
質
材
の
生

産
に
向
け
、
よ
り
一
層
の

森
林
整
備
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）林
業
課
　
　
　
　
　

☎（
３
４
）１
１
１
８

　

（
総
合
支
所
）西
土
佐
林
業
分
室
　

☎（
５
２
）１
１
１
１

公共建築物の木質化（中村小学校２階ホール）

市役所ロビーのヒノキテーブル等

平
成
25
年
2
月
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住民税（市県民税）・国民健康保険税の申告はお早めに！
申告の受付は２月18日（月）～3月15日（金）までです

■申告が必要な人
　次のいずれかに該当する方は、確定申告をする必要がなくても住民税の申告書を提出しなければなりません。
　◆平成25年１月１日現在で四万十市に居住している人のうち平成24年中に営業･保険外交・農林漁業･利子･配当･不動
　　産･譲渡･一時所得･雑所得などがあった人
　◆給与所得者で次のいずれかに該当する人
　　①給与所得のほかに農業･不動産･配当所得などがあった人
　　②年末調整を受けていない、または、年末調整後に内容に変更がある人
　　③勤務先から市へ給与支払報告書が提出されていない人
　◆その他
　　無収入及び非課税収入（遺族年金、障害年金など）のみの人で、市内同一世帯の人の扶養親族になっていない人
　　※確定申告（国税の申告）が必要な場合は、四万十市では申告期間中に限り、市職員による申告相談を受け付けています。
　　　申告の内容（高度な判断を要する等）によっては、中村税務署でのご相談（申告）となります。

■申告が不要な人
　１．所得税の確定申告書(還付申告書を含む)を提出された人 
　２．給与収入のみの人で､勤務先から市へ年末調整済みの｢給与支払報告書｣が提出されている人 
　３．年金・恩給などの公的年金等のみで、医療費控除や社会保険料控除などの各種控除を受けない人
　４．前年中に収入がなく市内同一世帯内の人の扶養となっている人
　※所得がなかった人でも申告がないと、国民健康保険の加入者は、国民健康保険税の『低所得者に対する軽減措置』の適
　　用を受けることができない場合があります。
　　また、国民年金保険料の免除申請、公営住宅、児童扶養手当、医療費助成、金融機関などへの各種申請等に必要な所
　　得（課税）証明の交付ができません。

■住民税の申告相談の日程と会場        
　　下記日程により平成25年度（平成24年中）の所得の申告受付を行います。できるだけ対象地区の会場での申告をお願
　いします。

■申告に必要なもの
　◆印鑑
　◆源泉徴収票または支払調書（給与・公的年金など・個人年金・報酬など）

▼

次ページへ続きます

対象地区 日程

2月18日（月）～

3月15日（金）
（土、日除く）

8：30～12：00
13：00～17：00

中村地域

西土佐地域

本庁（税務課）

西土佐総合支所

会場 時間

対象地区 日程

大川筋
勝間、鵜ノ江、久保川
勝間川
大用、住次郎、大西ノ川、小西ノ川
竹屋敷、上古尾、下古尾

勝間小学校
勝間川地区集会所
富山地区集会所
古尾崎集会所

9:30～11:00
14:00～15:30
9:30～11:30
14:00～15:30

2月15日 
2月15日 
2月16日 
2月16日 

（金）
（金）
（土）
（土）

会場 時間

※対象地区の日に都合がつかない人は、対象地区以外の会場でも申告できます。
※申告用紙は地区連絡員を通じて各戸に配布していますが、申告書がなくても申告ができますので、直接会場にお越しください。
※収支内訳書・医療費控除の計算は時間がかかります。領収書等の合計は、事前に計算されて来所されますようご協力をお願
　いします。

蕨岡

大川筋

東中筋

八束

後川

後川

八束

中筋

下田

常六、三ツ又、大屋敷
片魚

伊才原、上分、内川、下分、藤

川登、手洗川、三里、高瀬、楠、田出ノ川
江ノ村、荒川、間、西ノ谷森沢、国見、
楠島、一本松
坂本、本村、奥山路、上木戸、下木戸、
実崎、深木
佐田、田野川甲、田野川乙、敷地、岩田、
利岡
奥鴨川、中鴨川
口鴨川、板ノ川、若藤
間崎、津蔵渕、初崎
名鹿
有岡、有岡団地、横瀬、九樹、上ノ土居、
生ノ川、磯ノ川
鍋島、平野、井沢、井沢団地、竹島、双海
下田上・下、串江、水戸東・西、松ノ山、
下田馬越

常六集会所
ふれあいの里

JA高知はた東部出張所

市立公民館大川筋分館

JA高知はた西部事業所

山路多目的集会所

JA高知はた北部出張所

市立公民館鴨川分館
板ノ川地区集会所
間崎多目的集会施設
名鹿地区集会所

有岡消防屯所

JA高知はた南部出張所

下田地区集会所

9:30～11:30
13:30～15:00
9:00～11:30
13:30～16:00
9:00～11:30

13:30～16:30

9:30～11:00

13:30～16:30

9:30～11:30
13:30～15:30
9:30～11:30
13:30～15:30
9:30～11:30
13:30～15:30
9:30～11:30

13:30～15:30

2月19日 
2月19日

2月20日
 
2月21日 

2月21日
 

2月22日
 

2月22日
 
2月23日 
2月23日 
2月26日 
2月26日 

2月27日
 
2月28日 

2月28日 

（火）
（火）

（水）

（木）

（木）

（金）

（金）

（土）
（土）
（火）
（火）

（水）

（木）

（木）

富山

平
成
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年
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【問い合わせ先】（本　　庁）税務課市民税係　☎（34）1112（直通）・（34）1111（内線2102～2106）
　　　　　　　（総合支所）税務係　　　　　☎（52）1111（代表）

■平成24年分確定申告書などの提出および納付期限
　○所得税の確定申告期間は、2月18日（月）～３月15日（金）です。
　　税務署の閉庁日（土・日曜・祝日等）は、税務署での相談及び受付は行っていません。ただし、郵送等または時間外収受
　　箱への投かんにより、申告書を提出することはできます。なお、還付申告書は１月から提出することができます。
　○個人事業者の消費税及び地方消費税の申告と納税は、４月１日(月)までです。
　○贈与税の申告と納税は２月１日（金）～３月15日（金）です。

■インターネットで申告書の作成ができます
　国税庁ホームページ｢確定申告書作成コーナー｣で、確定申告書が作成でき、自動計算機能により記載漏れや計算誤りを未
　然に防止することができます。また、同コーナーで作成した電子申告用データを使って、ご自宅のパソコンからインター
　ネットを利用して申告･納税などをすることができます。詳しくはe-Taxホームページ（http://www.e-tax.nta.go.jp）をご
　覧ください。
　なお、平成24年分から贈与税の申告についてもe－Taxによる申告が可能となります。

■年金受給者の皆さんへ！（年金所得者に係る確定申告不要制度について）
　公的年金などの収入金額の合計額が400万円以下で、かつ、公的年金などに係る雑所得以外の所得金額が20万円以下
　である場合には、所得税の確定申告は必要はありません。
　なお、この場合であっても、所得税の還付を受けるための確定申告書を提出することができます。また、所得税の確定
　申告が必要ない場合であっても、住民税の申告が必要な場合があります。
　住民税に関する詳しいことはお住まいの市町村におたずねください。

■振替納税のご利用を！
　所得税や個人事業者の消費税（地方消費税を含む。）の納税は、安全・便利・確実な振替納税のご利用をお勧めします。

【問い合わせ・相談窓口】
○タックスアンサー（税に関するインターネット上の相談）のご利用について
　国税庁ホームページまたは、下記のアドレスからご利用ください。
　・国税庁ホームページアドレス　　　http://www.nta.go.jp
　・タックスアンサーホームページアドレス　http://www.nta.go.jp/taxanswer
○中村税務署　　所在地　四万十市中村新町４-４　　☎（35）2135
　申告書作成コーナーおよびパソコンコーナーにて対応します。
　※税務署に電話をおかけになると音声ガイダンスでご案内しますので、該当の番号を選択してください。
　・確定申告に関する相談　「０番」
　・その他の相談　　　　　「１番」
　・納付やお尋ね文書に関する相談　「２番」

平成24年分 所得税・消費税・贈与税の確定申告のご案内

税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ

　◆満期保険金など一時金の支払い内訳書
　◆営業所得や農業所得、不動産所得などがある場合、収入、経費が分かる明細書や領収書およびそれらを基に作成した収
　　支内訳書

■各種控除を受ける場合の必要書類
　◆医療費控除…医療費の領収書および保険金など補てん金額のわかるもの
　◆社会保険料控除…申告者および生計を共にする配偶者や親族にかかる保険税・料（国保税・国民年金保険料・任意継続
　　保険料など）の納付・控除証明書または領収書
　◆生命保険料控除…申告者および扶養家族名義の一般生命保険・個人年金保険支払証明書
　◆地震保険料控除…地震保険料および旧長期損害保険料支払証明書
　◆寄附金控除…受領書または証明書
　◆障害者控除…障害者手帳、療育手帳、障害者控除対象者認定書※など
　※障害者控除対象者の認定について　税法上の障害者控除は、通常「身体障害者手帳」等を交付されている人などについ
　　て認められていますが、手帳の交付を受けられていない人でも、年齢65歳以上で介護保険の要介護認定（要介護度1～
　　5）を受けられた人は、税の障害者控除の対象となる場合があります。申告時に介護保険被保険者証を提示してくださ
　　い。なお、所得税の確定申告には、｢障害者控除対象者認定書｣が必要です。
　【障害者控除対象者認定書申請場所】（本　　庁）福祉事務所 社会福祉係　☎（３４）１１２０
　　　　　　　　　　　　　　　　　（総合支所）福祉分室（保健課内）　　 ☎（５２）１１３２
　◆住宅借入金等特別控除…家屋･土地の登記簿謄本または抄本、家屋･土地の売買契約書、住民票の写し、年末残高証明書など

■収入が公的年金のみの人へ
　収入が公的年金等のみで、次のいずれかに該当する人は住民税の申告が必要な場合がありますので、「公的年金等の源泉
徴収票」をご確認ください。
　①年金機構等に扶養親族等申告書が未提出で、配偶者控除、扶養控除、障害者控除および寡婦（夫）控除を受けていないた
　　め控除の追加のある人
　②源泉徴収票に記載されている社会保険料控除（公的年金から引かれている分）以外の各種控除の追加がある人
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12
月
23
日（
日
・
祝
）、毎
年
恒
例
の
読
売
中
村
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、仲
間
づ
く
り
と
住
民
の
体
力
向
上
お
よ
び
健
康
管
理
を
目
的
に
、

昭
和
44
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、幡
多
郡
内
を
は
じ
め
、高
知
市
や
愛
媛

県
、香
川
県
な
ど
か
ら
３
０
０
人
近
い
申
し
込
み

が
あ
り
ま
し
た
。当
日
の
朝
10
時
の
気
温
は
9.8
℃

と
平
年
よ
り
高
か
っ
た
ほ
か
、風
が
や
や
強
く
、記

録
を
狙
う
に
は
不
利
な
気
象
条
件
で
し
た
が
、２

５
２
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
、
３
㎞
、
５
㎞
、
10
㎞
の

コ
ー
ス
で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

今
年
敢
闘
賞
を
受
賞
し
た
高
校
男
子
の
部
の
岡

添
大
樹
さ
ん
は
、大
会
記
録
に
あ
と
３
秒
と
迫
る

好
記
録
で
し
た
。

第
44
回 

読
売
中
村
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

【入賞者（敬称略）】

種目 1位 2位 3位

新谷　竜平 上岡　洸太 田村　空壱

濱口　菜月 平田　美幸 森下　裕々

櫻井　駿也 福留　叶太 大野　剣司

武山　玲奈 野浪　陽向 中野　怜奈

猪谷　進示 田中　大貴 矢野　雄大

山本　杏奈 森本　紗和 中里千穂香

宮地　敏行 西村　譲治 中平　伸幸

池本　愛 酒井　愛莉 中里世里香

岡添　大樹 佐々倉一与 久松　大海

田中　智也 泉　　智史 浅井　裕史

【敢闘賞（敬称略）】

小学男子の部（3km）

小学女子の部（3km）

中学男子1年の部（3km）

一般男子の部（10km）

中学女子1年の部（3km）

中学男子2・3年の部（3km）

中学女子2・3年の部（3km）

壮年の部（5km）

高校女子・
一般女子の部（5km）

高校男子の部（10km）

岡添　大樹高校男子の部

　

毎
年
恒
例
、
中
村
地
域
の
体

育
始
め
「
新
春
は
し
り
ぞ
め
」
を

１
月
３
日
に
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
は
し
り
ぞ
め
は
、
年
末

年
始
の
運
動
不
足
を
解
消
し
、

心
地
よ
い
汗
を
思
い
っ
き
り
流

し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
今
年
１

年
間
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
元
気

に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

や
や
風
が
強
く
寒
か
っ
た
も

の
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
３
６
０

人
の
参
加
者
は
元
気
に
中
村
小

学
校
を
ス
タ
ー
ト
し
、
約
１
２

０
０
ｍ
を
走
り
き
り
ま
し
た
。

新
春
は
し
り
ぞ
め

　

１
月
27
日
（
日
）
に

開
催
さ
れ
た
第
61
回

県
市
町
村
抗
駅
伝（
安

芸
郡
市
体
育
会
主
催
）

で
、四
万
十
市
Ａ
チ
ー

ム
が
３
位
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
24
市
町

村
か
ら
40
チ
ー
ム
が

出
場
。室
戸
市
と
安
芸

市
を
結
ぶ
８
区
間
46
・

５
キ
ロ
で
タ
ス
キ
を

つ
な
ぎ
、
本
市
Ａ
は
、
ど
の
区
間
の
選
手
も
安
定
し
た
走

り
で
大
健
闘
。
特
に
、
長
い
区
間
を
任
さ
れ
た
高
校
生
３

人（
１
・
２
・
５
区
）の
活
躍
な
ど
で
、28
年
前
に
旧
中
村
市

で
出
場
し
た
第
33
回
大
会
（
優
勝
）
に
次
ぐ
好
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

　

北
川
正
監
督
は
、「
ち
ょ
う
ど
前
日
に
四
万
十
市
で

〝
小
京
都
四
万
十
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
大
会
〞
が
開
か
れ
た

が
、
出
場
し
た
小
学
生
も
将
来
、
こ
の
大
会
で
活
躍
し
て

ほ
し
い
」と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

出
場
選
手：

四
万
十
市
Ａ

　

１
区（
７
・
４
キ
ロ
）
　

浅
利
宗
一
郎（
高
知
農
業
高
校
２
年
）

　

２
区（
６
・
７
キ
ロ
）
　

田
村
　

龍
吾（
宿
毛
工
業
高
校
２
年
）

　

３
区（
２
・
８
キ
ロ
）
　

佐
田
　

力
也（
中
村
中
学
３
年
）

　

４
区（
４
・
６
キ
ロ
）
　

有
光
　
　

浩（
四
万
十
市
役
所
）

　

５
区（
９
・
２
キ
ロ
）
　

岡
添
　

大
樹（
宿
毛
工
業
高
校
３
年
）

　

６
区（
２
・
８
キ
ロ
）
　

渡
辺
　

優
心（
中
村
中
学
２
年
）

　

７
区（
５
・
６
キ
ロ
）
　

白
石
　

元
記（
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
）

　

８
区（
７
・
４
キ
ロ
）
　

伊
勢
脇
厚
哉（
高
知
大
学
１
年
）

市
町
村
対
抗
駅
伝
　

３
位
入
賞

平
成
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１
月
14
日
（
月
）
、
安
並
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、
第
23
回

四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
つ

な
ひ
き
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
、
各
団
体
か
ら
９

チ
ー
ム
65
人
が
参
加
し
、
選
手

６
人
が
力
を
合
わ
せ
て
、
全
力

で
綱
を
引
き
合
っ
て
い
ま
し
た
。

チ
ー
ム
メ
イ
ト
や
保
護
者
の
応

援
に
も
力
が
入
り
、
勝
負
に
一

喜
一
憂
す
る
な
ど
、
そ
の
場
に

い
る
皆
さ
ん
が
交
流
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

【
成
　

績
】

　

優
　

勝
　

中
村
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

　

準
優
勝
　

中
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

　

第
３
位
　

東
山
ボ
ー
イ
ズ
Ａ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

つ
な
ひ
き
大
会

　

１
月
12
日（
土
）、13
日（
日
）、安
並
運
動
公

園
ほ
か
で
第

20
回
四
万
十

カ
ッ
プ
少
年

サ
ッ
カ
ー
大

会
が
開
催
さ

れ
、
愛
媛
県

西
予
市
や
宇

和
島
市
、
高

知
市
な
ど
か

ら
16
チ
ー
ム

約
２
０
０
人

が
参
加
し
、
白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
少
年
た

ち
が
友
情
を
深
め
合
い
、
健
康
増
進
と
技
術

の
向
上
を
目
的
に
、
本
市
の
中
村
少
年
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
と
中
村
南
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ
が
主
管
す
る
大
会
で
、
大
会
初
日
は
予
選

リ
ー
グ
24
試
合
が
、大
会
２
日
目
は
、決
勝
お

よ
び
２
部
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
19
試
合
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

【
成
　

績
】

　

優
　

勝
　

エ
ス
ト
レ
ー
ラ
ス
高
知（
高
知
市
）

　

準
優
勝
　

野
村
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ（
西
予
市
）

　

第
３
位
　

Ｆ
Ｃ
一
宮
東（
高
知
市
）

　

第
２
部
優
勝
　

宿
毛
Ｆ
Ｃ（
宿
毛
市
）

　

野
並
聖
志
郎
賞
　

佐
賀
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ（
黒
潮
町
）

四
万
十
カ
ッ
プ

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

■「まちの話題」の記事は市公式ホームページでも紹介しています。写真も多数掲載していますのでご覧ください。

　

１
月
３
日
、
第
８
回
成
人
式
が
中
村
、
西
土
佐
両

地
域
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
地
域
で
は
、
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
、
男
性
１
４
０
人
、
女
性
１
５
０
人
の
計
２
９
０

人
が
出
席
。

　

式
典
で
は
田
中
市
長
か
ら
、昨
年
放
送
さ
れ
た
ド

ラ
マ
『
遅
咲
き
の
ヒ
マ
ワ
リ
』
を
ふ
ま
え
て
、「
自
分

の
ふ
る
さ
と
と
、人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
く

だ
さ
い
」と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
谷
村
杏
奈
さ
ん
が「
故
郷
へ

の
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
に
、社
会
の
一
員
と
し
て
後

進
を
見
守
っ
て
い
け
る
よ
う
、自
己
研
さ
ん
に
努
め

て
い
き
た
い
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

西
土
佐
地
域
で
は
、西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
を

会
場
に
、男
性
8
人
、女
性
18
人
の
計
26
人
が
出
席
。

　

新
成
人
全
員
に
よ
る
自
己
紹
介
で
は
、現
在
の
状

況
や
将
来
の
目
標
な
ど
を
真
剣
に
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
昨
年
に
続
き
行
わ
れ
た
「
２
分
の
１
成

人
式
」
で
は
、
西
土
佐
小
学
校
の
４
年
生
（
10
歳
）
９

人
が
参
加
し
、将
来
の
夢
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
宮
崎
将
大
さ
ん
が「
暗
い
話

題
の
多
い
世
の
中
だ
が
、自
分
達
の
力
で
明
る
く
で

き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」と
力
強
く
決
意
表
明
を
し

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、青
年
団
の
進
行
に
よ
る
ク
イ
ズ
大

会
や
、地
元
の
女
子
高
生
と
小
学
生
の
バ
ン
ド
２
組

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
も
あ
り
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

第
８
回 

四
万
十
市
成
人
式

西土佐会場 中村会場
平
成
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経常損益

輸送人員
（中村線）

輸送人員
（宿毛線）

輸送人員
（中村・宿毛線合計）

（千人）（千円）

み
ん
な
の
力
で
「
中
村
・
宿

毛
線
」を
守
り
ま
し
ょ
う
！

　

「
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
・
宿
毛

線
」は
、年
々
利
用
客
が
減
少
し
経
営
が

悪
化
し
て
い
ま
す
。

　

幡
多
地
域
の
マ
イ
レ
ー
ル「
中
村
・
宿

毛
線
」
を
み
ん
な
の
力
で
守
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

【
中
村
・
宿
毛
線
と
は
？
】

　

中
村
線（
窪
川
駅
〜
中
村
駅
間
）は
昭

和
45
年
に
国
鉄
の
路
線
と
し
て
開
業
し

ま
し
た
が
、
採
算
が
と
れ
な
い
路
線
と

し
て
国
鉄
時
代
に
廃
止
対
象
と
さ
れ
、

宿
毛
線（
中
村
駅
〜
宿
毛
駅
間
）は
建
設

が
中
断
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
高
知
県
西
部
地
域
の
鉄
道

路
線
を
守
る
た
め
、
昭
和
61
年
に
自
治

体
が
中
心
と
な
っ
て
第
３
セ
ク
タ
ー

「
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
株
式
会
社
」を
設

立
し
、
同
社
が
昭
和
63
年
か
ら
中
村
線

を
運
行
開
始
し
、
平
成
９
年
に
は
宿
毛

線
が
運
行
開
始
し
ま
し
た
。

【
中
村
・
宿
毛
線
を
取
り
巻
く
現
状
】

　

中
村
線
は
開
業
当
時
は
利
用
客
が
多

く
、
開
業
後
の
２
年
間
は
黒
字
を
計
上

し
て
い
ま
し
た
が
、
マ
イ
カ
ー
の
普
及

や
高
速
道
路
の
延
伸
な
ど
に
よ
り
年
々

利
用
客
が
減
少
し
、
現
在
の
利
用
客
数

は
中
村
線
が
開
業
当
時(

昭
和
63
年)

の

半
分
以
下
、宿
毛
線
は
開
業
当
時（
平
成

９
年
）
の
６
〜
７
割
程
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。
開
業
３
年
目
以
降
は
毎
年
度
赤

字
が
続
き
、
平
成
23
年
度
は
１
億
７
５

０
０
万
円
余
り
の
赤
字
と
な
っ
て
い
ま

す
。

【
中
村
・
宿
毛
線
を
守
る
た
め
に
】

　

今
ま
で
よ
り
も
少
し
だ
け
多
く
、『
中

村
・
宿
毛
線
』を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

駐
車
場
を
整
備
し
て
い
る
駅
も
あ
り

ま
す
の
で
、
駅
ま
で
自
家
用
車
で
行
っ

て
、
そ
こ
か
ら
鉄
道
を
利
用
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

　

ち
ょ
っ
と
遠
く
へ
の
お
出
か
け
や
隣

の
市
町
村
の
イ
ベ
ン
ト
、
高
知
市
へ
の

お
買
い
物
や
関
西
方
面
へ
の
旅
行
な
ど
、

年
に
１
回
で
も
多
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
よ
り
も
、
も
う

１
回
多
く
乗
っ
て
、
マ

イ
レ
ー
ル

『
中
村
・
宿
毛
線
』を

守
り
、
育
て
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）企
画
広
報
課 

企
画
調
整
係

　

0（
３
４
）１
１
２
９

土佐くろしお鉄道中村・宿毛線　輸送人員及び経常損益の推移

　

１
月
24
日
、中
村
山
手
通
の
正
福
寺
墓

地
で
幸
徳
秋
水
刑
死
１
０
２
年
目
の
墓

前
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
例
年

に
な
く
穏
や
か
な
天
候
で
、約
60
人
の
関

係
者
が
遺
徳
を
し
の
び
ま
し
た
。

　

墓
前
祭
は
「
幸
徳
秋
水
を
顕
彰
す
る

会
」
が
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
参
列
者
は

次
々
と
献
花
を
し
て
、非
戦
と
平
和
へ
の

思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

墓
前
祭
終
了
後
は
、市
庁
舎
の
会
議
室

で
秋
水
の
親
族
を
交
え
て
交
流
会
を
実

施
。長
野
県
軽
井
沢
か
ら
の
参
加
者
や
高

知
市
の
自
由
民
権
記
念
館
友
の
会
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

幸
徳
秋
水 

墓
前
祭 

　
　
　

刑
死
１
０
２
年

平成9年10月
宿毛線運行開始

平
成
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年
2
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12
月
16
日
〜
1
月
15
日

12
月
17
日
　

市
議
会
12
月
定
例
会（
〜
19
日
）

　
　

19
日
　

市
議
会
閉
会

　
　

20
日
　

区
長
会
合
併
協
定
書
締
結
式

　
　
　
　
　

津
波
想
定
新
予
測
地
元
説
明
会
（
下
田
・
八

　
　
　
　
　

束
合
同
）

　
　

23
日
　

中
村
読
売
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　
　
　
　
　

第
2
回
市
民
表
彰
式

　
　

25
日
　

中
筋
総
合
老
人
ク
ラ
ブ
懇
談
会

　
　

26
日
　

消
防
組
合
議
会

　
　
　
　
　

環
境
施
設
組
合
議
会

　
　

27
日
　

古
津
賀
二
丁
目
要
望
受

　
　

28
日
　

本
庁
、四
万
十
消
防
署
仕
事
納
め
式

　
　
　
　
　

年
末
消
防
特
別
警
戒
巡
視
（
竹
屋
敷
、
蕨
岡
、

　
　
　
　
　

富
山
、中
村
１
班
）

　
　

29
日
　

国
道
4
4
1
号
川
登
バ
イ
パ
ス
開
通
式

　
　
　
　
　

年
末
消
防
特
別
警
戒
巡
視
（
大
川
筋
、
後
川
、

　
　
　
　
　

下
田
、中
村
２
、４
、６
班
）

　
　

30
日
　

年
末
消
防
特
別
警
戒
巡
視
（
中
筋
、
東
中
筋
、

　
　
　
　
　

具
同
、八
束
、中
村
３
、５
班
）

１
月
３
日
　

成
人
式（
中
村
、西
土
佐
）

　
　

４
日
　

仕
事
始
め
式（
本
庁
、支
所
）

　
　

５
日
　

幡
多
公
設
地
方
卸
売
市
場
初
市
式
典

　
　
　
　
　

中
村
青
年
会
議
所
新
年
賀
詞
交
歓
会

　
　

６
日
　

消
防
出
初
式

　
　

７
日
　

中
村
商
工
会
議
所
新
年
互
礼
会

　
　

10
日
　

高
知
県
建
設
業
協
会
中
村
支
部
新
年
会

　
　

12
日
　

小
椋
茂
昭
氏
瑞
宝
単
光
章
叙
勲
を
祝
う
会

　
　

15
日
　

富
山
4
地
区（
大
西
ノ
川
・
小
西
ノ
川
・
住
次

　
　
　
　
　

郎
・
大
用
）要
望
受

日
　
　

誌

　

元
旦
の
初
詣
は
今
年
も
一
條
神
社
に
出
か

け
ま
し
た
。
お
昼
前
の
時
間
で
し
た
が
、
行
列

が
階
段
の
下
に
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
る
の
に

は
驚
き
ま
し
た
。最
近
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で

す
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
影
響
か
、
若
者
が
多

か
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

し
か
し
、
私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
の
、
い
ち

じ
ょ
こ
さ
ん
の
時
の
混
み
よ
う
は
、こ
ん
な
も

の
で
は
な
か
っ
た
。

　

当
時
、
階
段
下
で
は
、
傷
痍
軍
人
ら
し
き
人

た
ち
が
、
顔
や
手
足
に
包
帯
を
巻
い
て
、
松
葉

づ
え
に
肩
を
か
け
、哀
愁
を
お
び
た
ア
コ
ー
デ

オ
ン
を
流
し
、援
助
を
乞
う
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
子
ど
も
ご
こ
ろ
に
、そ
の
姿
を
見
る
の

が
気
の
毒
と
い
う
よ
り
も
怖
く
て
た
ま
ら
ず
、

顔
を
そ
ら
し
て
、早
く
前
へ
進
み
た
い
と
あ
せ

る
の
で
す
が
、階
段
を
登
る
人
と
降
り
る
人
が

押
し
合
い
へ
し
あ
い
で
、
身
動
き
が
と
れ
ず
、

ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
い
つ
も
椎
の
実
を
炒
っ
た
、
あ

の
ぷ
〜
ん
と
香
ば
し
い
に
お
い
が
鼻
を
つ
き

ま
し
た
。
い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
で
は
、
参
道
入
り

口
や
道
端
の
あ
ち
こ
ち
で
、椎
の
実
を
売
っ
て

い
ま
し
た
。

　

私
は
親
か
ら
も
ら
っ
た
小
遣
い
で
小
さ
な

袋
を
買
い
ま
し
た
。10
円
か
20
円
ぐ
ら
い
で
し

た
。
あ
つ
あ
つ
の
椎
の
実
を
噛
ん
で
、
割
れ
目

を
大
き
く
し
て
か
ら
、
指
で
皮
を
は
ぐ
と
、
パ

チ
ッ
と
い
う
音
が
し
ま
す
。大
人
も
子
ど
も
も
、

サ
ー
カ
ス
や
相
撲
を
見
な
が
ら
、み
ん
な
食
べ

て
い
ま
し
た
。

　

中
村
の
ま
ち
じ
ゅ
う
が
、椎
の
実
の
に
お
い

で
包
ま
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
の
季
節
は
映
画
館
で
も
同
じ
。太
陽
館
や

中
劇
で
は
、み
ん
な
売
店
で
椎
の
実
を
買
っ
て

か
ら
入
り
、
映
画
を
観
な
が
ら
パ
チ
ッ
、
パ

チ
ッ
と
や
っ
て
い
ま
し
た
。
席
が
満
員
で
、

立
っ
て
食
べ
て
い
る
人
も
。席
の
下
や
通
路
の

隅
に
は
、
皮
が
た
く
さ
ん
落
ち
て
お
り
、
踏
む

と
バ
リ
バ
リ
と
音
が
し
て
い
ま
し
た
。

　

椎
の
実
そ
の
も
の
は
、め
ず
ら
し
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。八
束
小
学
校
の
裏
山

は
天
満
宮
に
な
っ
て
お
り
、大
き
な
椎
の
木
が

た
く
さ
ん
生
え
て
い
ま
し
た
。学
校
の
帰
り
に

は
、
地
面
に
落
ち
て
い
る
実
を
拾
う
よ
り
も
、

木
に
登
っ
て
、恐
る
恐
る
先
端
の
枝
を
折
っ
て

か
ら
取
る
、そ
の
ス
リ
ル
を
楽
し
ん
で
い
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。実
を
包
ん
で
い
る
つ
ぶ
つ
ぶ

の
袋（
袴
）か
ら
取
り
出
し
、少
々
青
い
実
で
も
、

そ
の
ま
ま
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
あ
っ
た
堤
防
下
の
川
沿
い
の
防
風
林

に
は
、エ
ノ
ミ
や
モ
ッ
コ
ク
な
ど
の
木
も
多
く
、

登
っ
て
は
そ
れ
ら
の
実
も
食
べ
て
い
ま
し
た
。

エ
ノ
ミ
の
実
は
青
い
時
に
は
、竹
鉄
砲
の
弾
に

し
て
、パ
ン
パ
ン
と
言
う
音
を
出
し
て
遊
び
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、満
員
の
ボ

ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
に
揺
ら
れ
て
「
お
ま
ち
」
に
行

く
の
が
ど
ん
な
に
楽
し
み
だ
っ
た
こ
と
か
。い

ち
じ
ょ
こ
さ
ん
の
前
の
晩
は
、
興
奮
を
し
て
、

な
か
な
か
寝
付
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

「
お
ま
ち
」で
食
べ
る
椎
の
実
は
、い
つ
も
の

椎
の
実
で
は
な
い
、
特
別
な
も
の
で
し
た
。
生

で
は
な
く
、火
で
炒
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、何
と
言
っ
て
も
粒
が
大
き
か
っ
た
。

　

何
年
か
前
、大
阪
の
あ
る
祭
り
で
売
っ
て
い

た
椎
の
実
が
鹿
児
島
県
の
奄
美
大
島
産
だ
と

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、あ
の
時
の
椎
の

実
は
ど
こ
の
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

い
ま
で
も
山
に
は
椎
の
木
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
落
ち
て
い
る
実
を
た
ま
に
見
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
、口
に
入
れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま

し
た
。

　

私
に
と
っ
て
、
椎
の
実
を
炒
っ
た
、
あ
の
ぷ

〜
ん
と
香
ば
し
い
に
お
い
は
、「
お
ま
ち
中
村
」

の
に
お
い
で
す
。

椎
の
実

市
長
談
話
室

市
長
談
話
室

一條神社 元旦
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※2月16日(土)までの計画については、広報四万十1月号に掲載しています。
【問い合わせ先】　　（本庁）保健介護課  0(34)1115　（総合支所）保健課　0(52)1132

２1年に1度は健診を

　

現
在
、休
日
や
夜
間
に
お
い
て
、軽
症
の
患
者
さ
ん
に
よ
る
救

急
医
療
へ
の
受
診
が
増
加
し
て
お
り
、
緊
急
性
の
高
い
重
症
の

患
者
さ
ん
の
治
療
は
も
と
よ
り
、
通
常
診
療
に
も
支
障
を
き
た

し
か
ね
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
休
日
や
夜
間
は
、
医
療
機
関
で
の
患
者
さ
ん
の
窓
口
負

担
も
高
く
な
り
ま
す
。

　

必
要
な
人
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と

と
も
に
、保
険
税
や
ご
負
担
い
た
だ
く
医
療
費
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
に
も
、左
記
の
こ
と
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
休
日
や
夜
間
に
受
診
し
よ
う
と
す
る
際
に
は
、
平
日
の
時
間

内
に
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
も
う
一
度
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

②
休
日
や
夜
間
に
お
子
さ
ん
の
急
な
病
気
で
心
配
に
な
っ
た
ら
、

ま
ず
、
こ
う
ち
こ
ど
も
救
急
ダ
イ
ヤ
ル
の
利
用
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

　
　

こ
う
ち
こ
ど
も
救
急
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

電
話
番
号
　

（
＃
８
０
０
０
）

　
　
　
　
　
　
　

ま
た
は 

０
８
８（
８
７
３
）３
０
９
０

　
　

相
談
日
　
　

木
・
金
・
土
・
日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始

　
　

相
談
時
間
　

午
後
８
時
か
ら
翌
日
午
前
１
時
ま
で

③
か
か
り
つ
け
の
医
師
を
持
ち
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）市
民
課 

国
保
係
　

☎（
３
４
）１
１
１
４

救
急
医
療
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

事　　業　　名　

妊婦教室

定例健康相談

健康の集い

妊婦教室

出張料理教室

乳児健診

健康の集い

出張料理教室

健康の集い

1歳9カ月児健診

出張料理教室

出張料理教室

健康の集い

マム＆チルドレン

輝くカラダ塾

大腸がん検診容器回収

健康の集い（食事会セット）

定例健康相談

出張料理教室

乳児健診

ぴよっこクラブ（親子の集い）

健康の集い

献血

出張料理教室

乳幼児（赤ちゃん）相談

ママタッチ教室

マム＆チルドレン

乳児健診

出張健康相談

健康の集い

3歳児健診

健康の集い（食事会セット）

健康の集い

月日

17日（日）

18日（月）

19日（火）

20日（水）

21日（木）

22日（金）

25日（月）

27日（金）

28日（木）

1日（金）

4日（月）

6日（水）

11日（月）

12日（火）

13日（水）

14日（木）

15日（金）

該当地区 時　　間

13:30～15:30

9:00～11:00

13:30～

13:30～15:30

10:00～

12:50～13:30

13:30～

10:00～

13:30～

12:50～13:30

10:00～

10:00～

13:30～

10:00～11:30

13:00～13:30

個別通知

11：00～

9:00～11:00

10:00～

12:50～13:30

9:30～11:30

14:30～

13:00～16:30

18:00～

9:30～11:00

9:30～11:00

10:00～11:30

12:50～13:30

9:00～11:00

13:30～

12:50～13:30

11：00～

13:30～

場　　　所

健康管理センター

西土佐分署横

中半集会所

健康管理センター

津賀集会所

健康管理センター

本村集会所

下家地集会所

長生集会所

健康管理センター

権谷集会所

奥屋内上集会所

奥屋内下集会所

地域子育て支援センターぽっぽ

健康管理センター

西土佐地域内

西ケ方集会所

西土佐分署横

奈路集会所

健康管理センター

西土佐保健センター

口屋内公民館

西土佐保健センター

大宮上集会所

健康管理センター

健康管理センター

具同体育センター

健康管理センター

ＪＡ高知はた西土佐支所

津賀集会所

健康管理センター

下家地集会所

奥屋内下集会所

２

月

３

月

平
成
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平
成
25
年
度
の
各
種
検
診（
健
診
）の
受
付
を
行
い
ま
す

不
妊
治
療
費
等
助
成
の

申
請
期
限
が
せ
ま
っ
て
い
ま
す

　

平
成
25
年
度
各
種
検
診（
健
診
）の
申
込
書
を
広
報
四
万
十
２
月
号
と
一
緒
に
配
付
し
ま
す
。申
込
書
を
よ
く
読
ん
で
い
た
だ
き
、受
診

希
望
者
は
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
２
月
28
日（
木
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

注
１
　
　

・
対
象
者（
平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら
継
続
し
て
国
保
資
格
の
あ
る
人
）に
は
、特
定
健
診
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

　
　

 

　
　
　

 

《
申
し
込
み
不
要
》。ま
た
、国
保
へ
途
中
加
入
す
る
人
は《
申
し
込
み
が
必
要
》で
す
。

・
国
保
以
外
の
人
で
健
診
を
希
望
の
人
は
、加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
や
事
業
所（
職
場
等
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
特
定
健
診
受
診
日
に
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
な
る
人
は
健
康
診
査
の《
申
し
込
み
が
必
要
》で
す
。

　

注
２
　
　

・
対
象
者
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
が
、生
活
習
慣
病
で
治
療
中
の
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
　

・
対
象
者
は
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
人
で
、平
成
26
年
3
月
31
日
時
点
の
満
年
齢
を
基
準
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

・
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
希
望
者
全
員
有
料
と
な
り
ま
す
。

　
　

 

　

 

　
　

（
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
人
が
申
し
出
た
場
合
と
、が
ん
検
診
推
進
事
業【
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
】の
対
象
者
は
無
料
）

　
　
　
　
　

・
右
記
の
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い
る
職
場
に
お
勤
め
の
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　

・
年
間
の
検
診（
健
診
）日
程
は
４
月
に
全
戸
へ
配
布
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

検
診（
健
診
）の
実
施
日
の
約
２
週
間
前
に
日
時
、場
所
を
記
載
し
た
案
内
を
個
別
通
知
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

・
申
し
込
み
は
原
則
と
し
て
申
込
書
（
持
参
、
郵
送
）
に
よ
り
受
付
し
ま
す
が
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
電
話
で
の
申
し
込

み
も
受
付
し
ま
す
。

　
　

 

　

 

　 特
定
健
康
診
査
　

注
１

（
生
活
習
慣
病
健
診
）

検
診（
健
診
）名

検
査
方
法（
内
容
）

対
象
者

料
金（
対
象
外
者
）

備
　
　

考

健
康
診
査
　

注
２

（
生
活
習
慣
病
健
診
）

前
立
腺
が
ん
検
診

50
〜
79
歳
の
男
性

肺
が
ん
検
診

40
〜
64
歳
の
男
女

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

65
歳
以
上
の
男
女

胃
が
ん
検
診

40
歳
以
上
の
男
女

大
腸
が
ん
検
診

40
歳
以
上
の
男
女

子
宮
頸
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診

20
歳
以
上
の
女
性

４
０
０
円（
２
３
０
０
円
）

９
０
０
円（
４
５
０
０
円
）

３
０
０
円（
１
６
０
０
円
）

６
０
０
円

２
０
０
円（
１
２
０
０
円
）

無
　

料

40
歳
〜
74
歳
ま
で
の
国
民

健
康
保
険
加
入
者

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
お

よ
び
生
活
保
護
受
給
者
な
ど

隔
年
実
施
の
た
め
、平
成
25
年
度
は
検
診
を
行
い
ま
せ
ん
。

※
平
成
25
年
度
は
が
ん
検
診
推
進
事
業（
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
）対
象
者
の
み
実
施
。

生
活
保
護
受
給
者
等
は
、

集
団
健
診
で
実
施

上
記
の
生
活
習
慣
病
健

診
実
施
日
に
行
い
ま
す

胸
部
Ｘ
線
撮
影
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
、

今
年
度
よ
り
料
金
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

申
し
込
み
不
要

集
団
健
診
無
料

個
別
健
診
無
料

無
料 

※
対
象
と
な
る

40
歳
〜
64
歳
ま
で
の

外
国
人
1
3
0
0
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

（
本
庁
）保
健
介
護
課
　

☎（
３
４
）１
１
１
５  

（
総
合
支
所
）保
健
課
　

☎（
５
２
）１
１
３
２

〈
各
種
検
診（
健
診
）の
内
容
及
び
料
金
等
〉

　

市
で
は
、
子
ど
も
が
い
な
い
ご
夫
婦
に
対
し
て
保
険
適

用
と
な
る
不
妊
治
療
費
及
お
よ
び
人
工
授
精
に
要
し
た
費

用
を
助
成
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
申
請
期
限
は
、
平
成
25
年
４
月
１
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
内
容

○
保
険
の
適
用
と
な
る
不
妊
治
療
費
に
つ
い
て
、
夫
婦
１

組
１
年
度
あ
た
り
医
療
機
関
で
支
払
っ
た
自
己
負
担
金

に
対
し
て
３
万
円
を
上
限
と
し
て
助
成
す
る
事
業
で
す
。

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、通
算
５
年
で
す
。

○
人
工
授
精
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
夫
婦
１
組
１
年

度
あ
た
り
３
万
円
を
上
限
と
し
て
助
成
す
る
事
業
で
す
。

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、通
算
２
年
で
す
。

助
成
要
件

・
法
律
上
の
夫
婦
で
ど
ち
ら
か
一
方
が
市
内
に
居
住
し
て

い
る
こ
と

・
前
年
の
所
得
が
夫
婦
合
計
で
７
３
０
万
円
未
満
で
あ
る

こ
と

・
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
て
い
る
こ
と

申
請
対
象
期
間（
24
年
度
の
治
療
等
に
つ
い
て
）

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
３
月
30
日
ま
で
の

治
療

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　

庁
）福
祉
事
務
所 

家
庭
福
祉
係

　

☎（
３
４
）１
８
０
１

（
総
合
支
所
）福
祉
事
務
所 

西
土
佐
分
室（
保
健
課
内
）

　

☎（
５
２
）１
１
３
２

身
体
計
測
、検
尿
、血
圧

測
定
、
問
診
、
診
察
、
血

液
検
査
、（
貧
血
検
査
、

心
電
図
、眼
底
検
査
）等

※
( )

は
医
師
の
判
断
で
　

実
施

血
液
検
査

胸
部
Ｘ
線
撮
影

子
宮
頸
部
の
細
胞
診
検
査

便
潜
血
反
応
検
査

バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
で

Ｘ
線
撮
影

平
成
25
年
2
月
号
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現
在
、ア
ナ
ロ
グ
撮
影
に

て
行
っ
て
い
る
胸
部
検
診

が
、平
成
25
年
度
よ
り
デ
ジ

タ
ル
撮
影
へ
変
更
と
な
り

ま
す
。

　

こ
れ
は
、従
来
の
撮
影
よ

り
も
鮮
明
に
撮
影
す
る
こ

と
に
よ
り
、今
ま
で
以
上
に

正
確
に
判
定
を
行
う
た
め

で
す
。

　

ア
ナ
ロ
グ
撮
影
か
ら
デ

ジ
タ
ル
撮
影
に
変
わ
り
、検

診
バ
ス
が
大
型
に
な
る
こ

と
に
よ
り
、検
診
場
所
が
下

記
の
よ
う
に
変
更
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
検
診
料
金
に

つ
い
て
も
左
記
の
と
お
り

変
更
し
ま
す
。お
間
違
え
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

胸
部
検
診
が
デ
ジ
タ
ル
撮
影
に
な
り
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

（
本
庁
）保
健
介
護
課
　

☎（
3
4
）1
1
1
5

　
　
　
　
　
　
　
　

（
総
合
支
所
）保
健
課
　

☎（
5
2
）1
1
3
2

〜
東
日
本
大
震
災
で
四
万
十
市
に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
皆
さ
ん
へ
〜

　

お
身
体
の
調
子
は
い
か
が
で
す
か
？
健
診
を
受
け
て
ご
自
分
の
身
体
の
様
子
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
！

　

特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢
者
健
診
の
お
知
ら
せ

■
対
象
者

　

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
の
う
ち
、
以

下
の
市
町
村
に
住
ん
で
い
た
人
で
、
住
民

票
を
異
動
せ
ず
に
他
地
域
に
避
難
し
て
い

る
人
。

　

■
受
診
期
間
　

３
月
31
日
ま
で

■
検
査
内
容

　

特
定
健
診
の
基
本
項
目
に
沿
っ
た
血
圧

測
定
、尿
検
査
お
よ
び
血
液
検
査 

な
ど

※

詳
細
な
健
診
項
目
（
心
電
図
、
眼
底
検

　

査
、
貧
血
検
査
）
は
医
師
が
必
要
と
認
め

　

た
時
に
行
い
ま
す
。

※

市
町
村
で
独
自
に
追
加
し
て
い
る
項
目

　

や
が
ん
検
診
等
は
除
か
れ
ま
す
。

■
受
診
の
流
れ

①
避
難
元
の
市
町
村
に
「
健
診
を
受
診
し

　

た
い
」
と
い
う
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

（
電
話
連
絡
可
）

②
市
町
村
よ
り
受
診
券
等
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

③
受
診
し
た
い
健
診
実
施
機
関
に
健
診
の

　

予
約
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

④
予
約
当
日
、
健
診
実
施
機
関
で
健
診
を

　

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。（※

受
診
券
等
を

　

忘
れ
ず
に
！
）

⑤
後
日
、
健
診
実
施
機
関
か
ら
結
果
が
送

　

付
さ
れ
ま
す
。

■
受
診
時
に
持
っ
て
い
く
も
の

①
受
診
券
　
　

②
保
険
証
　
　

※

健
診
の
自
己
負
担
額
は
、
受
診
券
に
記

　

載
さ
れ
て
い
る
金
額
と
な
り
ま
す
。

※

避
難
元
市
町
村
に
よ
っ
て
は
他
の
書
類

　

等
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
受
診
上
の
注
意

　

受
診
前
日
・
当
日
の
食
事
、
服
薬
な
ど
に

つ
い
て
は
、
受
診
す
る
健
診
実
施
機
関
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
、ご
相
談
は
避
難
元
の
市
町
村
へ

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
他
地
域
に
避
難
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
ご
加
入
の
人
の
う
ち
、左
記
に
該
当
す
る
人
は
、避
難
先
で
も「
特
定

健
診
」・「
後
期
高
齢
者
健
診
」を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■検診料金の変更

■
検
診
場
所
の
変
更

年齢 現在の検診料金変更後の検診料金

地
区

入
田
上

渡
川

自
由
ヶ
丘

井
沢
団
地

松
ノ
山

双
海

平
野

水
戸

山
路
上

実
崎

深
木

中
筋

横
瀬

磯
ノ
川

大
西
ノ
川

大
屋
敷

常
六

三
ツ
又

佐
田

口
鴨
川

中
鴨
川

勝
間

西
土
佐
地
域

〃〃〃〃〃〃〃〃〃

現
在
の
検
診
場
所

安
光
商
店
前 

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
マ
ル
ニ

自
由
ヶ
丘
老
人
憩
い
の
家

井
沢
団
地
集
会
所 

森
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
前

双
海
集
会
所 

平
野
集
会
所 

水
戸
公
会
堂 

八
束
分
団
山
路
格
納
庫
前

実
崎
集
会
所 

深
木
集
会
所 

中
筋
小
学
校 

横
瀬
集
会
所 

磯
ノ
川
集
会
所 

大
西
ノ
川
集
会
所 

バ
ス
停
大
ダ
バ 

旧
常
六
小
学
校
前 

三
ツ
又
集
会
所 

佐
田
集
会
所 

口
鴨
川
集
落
セ
ン
タ
ー 

沖
本
商
店
前 

旧
勝
間
小
学
校 

下
家
地
・
吉
岡
郡
子
様
方
前

大
宮
上
・
岡
村
正
己
様
方
横

薮
ヶ
市
橋 

西
土
佐
総
合
支
所
前（
旧
役
場
）

長
生
停
留
所
横（
Ｒ
381
号
側
）

本
村
小
学
校
下 

半
家
・
平
野
博
之
様
方
前

権
谷
・
柴
昇
増
様
方
前

方
ノ
川
出
荷
所 

西
ヶ
方
駅
前 

変
更
後
の
検
診
場
所

入
田
下
　

楠
の
木
元

田
黒
　

ま
な
び
の
館

西
組 

具
同
体
育
セ
ン
タ
ー

井
沢
団
地
入
口 

堤
防
バ
ス
停
横

下
田 

下
田
地
区
集
会
所

双
海
バ
ス
停
横

安
岡
ア
ル
ミ
前
路
肩

水
戸 

下
田
バ
ス
停
横

旧
い
こ
い
前

実
崎 

天
満
バ
ス
停
横

実
崎 

天
満
バ
ス
停
横

旧
Ｊ
Ａ
中
筋
出
張
所

横
瀬
集
会
所
前
路
肩

喫
茶「
か
う
ひ
い
亭
」前
路
肩

大
用 

富
山
地
区
集
会
所

片
魚 

ふ
れ
あ
い
の
里

片
魚 
ふ
れ
あ
い
の
里

片
魚 
ふ
れ
あ
い
の
里

利
岡 

利
岡
小
学
校
前

板
ノ
川 

坂
本
商
店
前

板
ノ
川 

坂
本
商
店
前

鵜
ノ
江 

旧
喫
茶「
大
川
」前

下
家
地
集
会
所
前

大
宮
上
集
会
所
下

薮
ヶ
市
橋
左
岸
側（
旧
焼
却
炉
前
）

お
た
ふ
く
工
房
前
駐
車
場

本
村
半
家
集
会
所
前

本
村
消
防
団
屯
所
前

半
家
沈
下
橋
国
道
側

大
江
橋
左
岸
側

竹
村
綜
合
建
設
事
務
所
横

竹
村
綜
合
建
設
事
務
所
横

仙
台
市
、石
巻
市
、気
仙
沼
市
、

塩
竃
市
、名
取
市
、岩
沼
市
、

東
松
島
市
、大
崎
市
、亘
理
町
、

山
元
町
、女
川
町
、南
三
陸
町

盛
岡
市
、宮
古
市
、大
船
渡
市
、

久
慈
市
、遠
野
市
、一
関
市
、

陸
前
高
田
市
、釜
石
市
、二
戸
市
、

岩
手
町
、紫
波
町
、矢
巾
町
、

住
田
町
、大
槌
町
、山
田
町
、

岩
泉
町
、田
野
畑
村
、普
代
村
、

洋
野
町
、野
田
村
、一
戸
町

岩
手
県

宮
城
県

健
診
実
施
機
関
窓
口
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

700円
100円
無 料

1,200円
2 0 0 円
無 料

～39歳
40～64歳
65歳～

平
成
25
年
2
月
号

18



四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　　☎（３５）３７４８

保育所名 月　　日 駐車場時　間

※雨天の場合は中止です。園庭開放

その他の活動
ぴよちゃんクラブ　①②

〔ぽっぽで遊ぼう〕
　暖かい日差しの中、春を感じながらぽっぽのお庭でみん

なでゆったり遊びましょう！

時

場

①②3月8日（金）　9:30～11:30

子育て支援センター

ひなまつり

　桃の節句をみんなでお祝いしようね！

お誕生会

　２月生まれのお友達のお誕生日をみんなでお祝いしようね♪

時

場

場

2月26日（火）　9：30～11：30

親子ふれあい活動　　1･2･3歳児対象

　暖かい日差しの中、春を感じながらぽっぽのお庭でお友達

といっぱい遊ぼう！おやつタイムもあるョ。おやつを持って

参加してね。

　※ぽっぽで遊ぼう・ティータイムはグループを超えた活動です。
　　どちらか希望の日に、参加してください。

ぽっぽで遊ぼう･ティータイム

時

場

3月5日（火）、6日（水）

子育て支援センター

育児相談
　子育てについて思っていること、悩んでいることなど気
軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来所しての
相談にも応じます。
※第３木曜日は、家庭相談員による育児相談を行っていま
　す。　9:30～11:30

相談日／月～金曜日　9：30～11:30、13:30～16:30

愛 育 園

具 同 保 育 所

あおぎ保育所

東 山 保 育 所

八 束 保 育 所

3月 9日（土）

3月 8日（金）

3月11日（月）

3月 5日（火）

3月 7日（木）

 9:30～10:30

 9:30～10:30

 9:30～10:30

10:00～11:00

 9:30～10:30

なし

数台分有

数台分有

数台分有

数台分有

時

時

場

〔１、２、３歳児〕

〔ぴよちゃんクラブ〕
子育て支援センター

｝
お別れ遠足・誕生会

　ぽっぽさん、ぴよちゃん お別れ遠足に出かけるよ。春の公園

で、みんなで遊ぼう！ １年間の思い出話などしながら、ゆった

り・楽しく過ごしましょう！

　３月生まれのお友だちのお誕生会もするョ。(お弁当・おやつを

持ってきてね！)

※初めて参加を希望される人は、準備などの都合がありま

　すので、あらかじめご連絡ください。①など番号が付い

　ている活動は、各日程ごとにグループに分かれます。

3月１2日（火）　10:00～11:30

安並公園（雨天の場合は子育て支援センター）

〔１、２、３歳児〕

〔ぴよちゃんクラブ〕
子育て支援センター

2月19日（火）　9:30～11:30｝

麻しん風しん混合ワクチン（ＭＲワクチン）の予防接種はお済みですか？

１期 生後12月～24月未満（１歳になったらできるだけ早く）

２期 小学校就学前の１年間の幼児（Ｈ18.4.2～Ｈ19.4.1生）

３期 中学１年生相当年齢の人（Ｈ11.4.2～Ｈ12.4.1生）

４期 高校３年生相当年齢の人（Ｈ6.4.2～Ｈ7.4.1生）

２歳の誕生日の前々日まで

平成25年3月31日まで

対　象　者 接 種 期 間

予防接種をまだ済ませていない人は、できるだけ早く、受託医療機関で受けるようにしましょう。

※接種料金は無料です。（接種期間を過ぎると任意接種となり、有料になります）
※対象者には個人通知をしていますが、予診票などを紛失された場合は下記までご連絡ください。

【問い合わせ先】 (本庁)保健介護課 ☎（34）1115　　(総合支所) 保健課 ☎（52）1132

休所のお知らせ
２月２２日の午後は、研修会出席のため、

お休みとさせていただきます。
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市
で
は
、日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
車

椅
子
を
使
用
し
て
い
る
在
宅
の
身
体
障

害
者
を
対
象
に
、健
康
診
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
長
時
間
の
車
椅
子
の
使
用
に

よ
り
発
生
し
や
す
い
褥
瘡
、
骨
の
変
形
、

膀
胱
機
能
障
害
等
の
二
次
障
害
を
予
防

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、実
施

医
療
機
関
は
市
民
病
院
で
す
。

　

健
診
費
用
は
無
料
で
す
の
で
、希
望
さ

れ
る
方
は
期
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

健
診
内
容

　

問
診
、身
体
計
測
、理
学
的
検
査
、血
圧

　

測
定
、検
尿
、血
液
化
学
検
査
、肝
機
能

　

検
査
、腎
機
能
検
査（
心
電
図
・
眼
底
・
貧

　

血
の
検
査
等
は
必
要
に
応
じ
て
実
施
）

実
施
日
　

２
月
下
旬
以
降（
予
定
）

申
込
期
間
　

２
月
６
日（
水
）〜

　
　
　
　
　
　
　
　

20
日（
水
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

（
本
　
　

庁
）福
祉
事
務
所 

社
会
福
祉
係

　

0（
３
４
）１
１
２
０

（
総
合
支
所
）西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）

　

0（
５
２
）１
１
３
２

身
体
障
害
者

（
車
い
す
使
用
者
）

健
康
診
査

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
住
民
の

皆
さ
ん
の
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に

絶
え
ず
見
守
り
、
も
し
、
人
権
が
侵
さ
れ

た
と
き
に
は
法
務
局
と
連
携
し
て
救
済

の
た
め
の
適
切
な
措
置
を
採
る
と
と
も

に
、
人
権
尊
重
思
想
を
ご
理
解
い
た
だ

く
た
め
の
活
動
を
す
る
こ
と
を
使
命
と

し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地
域
社
会
な
ど

で
の
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
は
、
お
気

軽
に
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
費
用
は
無
料
で
、
相
談
内
容
の
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

　

0（
３
４
）１
6
0
０

人
権
擁
護
委
員
を

紹
介
し
ま
す

①
農
業
に
従
事
す
る
人
な
ら
誰
で
も
加
入

で
き
ま
す

　

20
歳
〜
60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に

従
事
す
る
人
で
あ
れ
ば
誰
で
も
加
入
で

き
ま
す
。

②
積
み
立
て
方
式
の
年
金
で
す

　

将
来
受
け
取
る
年
金
は
加
入
者
自
身
が

納
め
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
実
績
に
よ

り
年
金
額
が
決
ま
る「
確
定
拠
出
型
」の

年
金
で
す
。

③
保
険
料
を
自
由
に
選
択
で
き
ま
す

　

保
険
料
は
月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千

円
ま
で
の
範
囲
で
加
入
者
自
身
が
自
由

に
決
定
で
き
ま
す
。（
千
円
単
位
）

④
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
が
あ
り

ま
す

　

仮
に
80
歳
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
、
遺

族
に
死
亡
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑤
税
制
面
で
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す

　

保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
年
金
給
付
に
つ
い
て

も
公
的
年
金
等
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

⑥
保
険
料
に
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す

　

認
定
農
業
者
等
、
一
定
の
要
件
を
備
え

た
担
い
手
が
対
象
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

(

市)

農
業
委
員
会
事
務
局
　

　

☎(

３
４)

１
５
２
１
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

寒
波
に
よ
る
水
道
管
の

凍
結
・
破
裂
に
ご
注
意
を
！

　

寒
波
の
影
響
で
気
温
が
下
が
る
と
、
水
道
管

が
凍
結
し
て
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破
裂
し

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
気
象
情
報

に
注
意
し
水
道
管
の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、万
一
に
備
え
て
、自
宅
等
に
設
置
し
て
あ

る
メ
ー
タ
・
止
水
栓
の
位
置
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

●
特
に
凍
り
や
す
い
個
所

 

・ 

屋
外
で
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

　

（
給
湯
器
、温
水
器
）

 

・ 

風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ

 

・ 

北
向
き
で
日
当
た
り
の
悪
い
と
こ
ろ
な
ど

●
凍
結
を
防
ぐ
た
め
に
は

 

・ 

水
道
管
に
市
販
の
保
温
チ
ュ
ー
ブ
や
布
切

れ
を
巻
き
つ
け
る

 

・ 

蛇
口
か
ら
糸
状
に
水
を
出
し
て
お
く

●
凍
結
、破
裂
が
起
き
た
時
に
は

 

・ 

凍
結
し
た
場
合
は
『
水
道
管
』
に
タ
オ
ル
な

ど
を
巻
き
、
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
る
（
熱
湯
は 

 
不
可
）

 

・ 
破
裂
し
た
場
合
は『
止
水
栓
』を
閉
め
、市
指

定
水
道
業
者
に
連
絡
し
修
理
す
る
（
自
宅
等

敷
地
内
は
自
己
負
担
で
す
）

※
道
路
や
公
園
な
ど
で
漏
水
を
発
見
し
た
場
合

は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

(

本
　
　

庁)

水
道
課
　

　

0(

３
４)

１
７
１
１

(

総
合
支
所)

産
業
建
設
課

　

0(

５
２)

１
１
１
１

遠近　準二
近藤　信子
岩瀬　幸吉
佐田　政美
遠近　哲代
重野　裕子
竹田　元久
伊与田　良子
岡林　武範
坂本　名賀子

右山
平野
下田
中村百笑町
森沢
大橋通
右山五月町
川登
西土佐大宮
西土佐江川崎

じ
ょ
く
そ
う

ぼ
う
こ
う

択捉島、国後島、色丹島、歯舞群島の北方四島は、歴史上、一度も外国の領土になったことのない日本固有の領土です。

「知る事」が　四島返還の　第一歩」
（平成24年度北方領土返還要求運動に関する標語・キャッチコピー　最優秀作品）

毎年2月は、「北方領土返還運動全国強調月間」です。毎年2月は、「北方領土返還運動全国強調月間」です。毎年2月は、「北方領土返還運動全国強調月間」です。

平
成
25
年
2
月
号

20



　かぶは、根だけでなく葉にも栄養がたっぷり含まれています。

　かぶの葉には、根に比べてビタミンＣは約４倍、カルシウムは約10倍も含まれ

ており、捨てるにはもったいない部分です。

　浅漬けにしたり、さっと塩茹でにしてみじん切りにし、水気を絞って、しらす干

しやごまと一緒にご飯に混ぜて菜飯にするのもおすすめです。

　この旬の時期に、栄養たっぷりのおいしいかぶを丸ごと味わってみてください。

栄養成分（１人分） 

エ ネ ル ギ ー： 8 5  k c a l
た ん ぱ く 質： 1 . 7  g
脂 　 　 　 質： 4 . 0  g
食 塩 相 当 量： 0 . 7  g

作
り
方

① 玉ねぎ、かぶ、じゃがいもは薄切りに、パセリは刻んでおく。

② 鍋にバターを熱し、玉ねぎをあめ色になるまで弱火で炒める。

　次に、じゃがいも、かぶを入れて炒める。

③ 材料に火が通ったら、水とコンソメを入れて中火にする。

ひと煮立ちしたら、あくをすくい取り、弱火にして５分くらい煮る。

④ ③を煮汁ごと全てミキサーにかけ、なめらかになったら、再び鍋に戻して

弱火で加熱し、塩こしょうで味をととのえる。

⑤とろみがついたら、最後に生クリームを加える。

火を止めて、スープカップに盛り付け、クルトン、パセリを飾ってできあが

り。

健康づくり編 かぶのポタージュ （所要時間：約35分）

　

商
品
を
購
入
す
る
手
段
と
し

て
通
信
販
売
は
大
変
便
利
で
す

が
、店
舗
で
の
買
い
物
と
違
い
ト

ラ
ブ
ル
に
な
る
事
も
多
い
で
す
。

　

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
場

合
、じ
っ
く
り
判
断
す
る
時
間
が

無
く
、イ
メ
ー
ジ
で
購
入
し
が
ち

で
す
。宣
伝
の
印
象
だ
け
で
決
め

ず
に
、
サ
イ
ズ
、
値
段
な
ど
の
商

品
の
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

通
信
販
売
に
は
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。返
品

で
き
る
か
、返
品
で
き
る
な
ら
条

件
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か「
返
品

特
約
」
に
つ
い
て
、
広
告
等
を
よ

く
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
事
例

①「
今
な
ら
、お
試
し
で
半
額
」と

　

言
う
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
見
て

　

注
文
し
た
健
康
食
品
。一
つ
頼

　

ん
だ
の
に
翌
月
も
届
き
請
求

　

書
が
入
っ
て
い
た
。

②
包
丁
、ま
な
板
を
使
わ
ず
料
理

　

が
で
き
る
と
言
う
フ
ー
ド
プ

　

ロ
セ
ッ
サ
ー
と
フ
ー
ド
カ
ッ

　

タ
ー
を
合
わ
せ
た
器
具
を
注

　

文
し
た
。届
い
た
商
品
を
見
る

　

と
、
部
品
が
10
数
個
あ
り
、
保

　

管
が
で
き
な
く
使
い
勝
手
が

　

悪
か
っ
た
。

■
ア
ド
バ
イ
ス

①
番
組
か
ら
の
印
象
だ
け
で
購

　

入
を
決
め
ず
、商
品
等
の
使
い

　

方
や
使
用
上
の
制
限
な
ど
を

　

事
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
返
品
で
き
る
か
ど
う
か
、事
前

　

に
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
返
品
で
き
る
場
合
で
も
条
件

　

が
付
い
て
い
る
事
が
あ
る
の

　

で
、
返
品
条
件
を
確
認
し
ま

　

し
ょ
う
。

④
申
し
込
み
時
の
内
容
や
連
絡

　

先
を
控
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先
】

四
万
十
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

0（
３
４
）６
３
０
１

（四万十市立市民病院　管理栄養士　広井蓉子）

　今回は、旬のかぶを使った一品をご紹介します。以前、あるお店で食べた味がと

てもおいしくて忘れられず、その味を思い出しながら何度か試行錯誤を重ね、じゃ

がいもを加えてとろみをつけ、飲みやすく工夫してみました。

　この寒い時期に、心も身体もほっと温まるようなやさしい味わいのポタージュ

スープです。

・玉ねぎ…………………
・かぶ　…………………
・じゃがいも　…………
・水　……………………
・固形コンソメ　………　
・生クリーム　…………
・塩こしょう　………… 
・パセリ…………………
・クルトン　…………… 

30g
100ｇ
30g
200ml
2g(1/2個)
20ml
少々
2g
好みで

材料（２人分）

ご
注
意
！

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
通
信
販
売

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　1月7日、渡會幸さん（有岡）から、軽自動車を寄贈していただきました。

　これは、渡會さんが運転免許証の返納を決意されるにあたり、これまでご自身が使用していた軽自動車を、以前に

お世話になった介護保険の業務に活用してほしいとお申し出くださったものです。

　いただいた軽自動車は、高齢者宅への訪問活動等に活用させていただきます。ありがとうございました。

寄付のお礼寄付のお礼
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四
万
十
シ
ル
バ
ー
教
室 

閉
級
式

作
品
展
と
舞
台
発
表
会

　

四
万
十
シ
ル
バ
ー
教
室
は
、
60
歳
以
上
の
方
の
生
き
が
い

づ
く
り
と
社
会
参
加
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
技
術
習
得
を

目
指
し
、
延
べ
３
３
０
人
の
受
講
生
が
11
講
座
に
在
籍
し
て

学
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

閉
級
式
と
記
念
講
演
、
併
せ
て
こ
の
１
年
間
の
学
習
成
果

を
、舞
台
発
表
と
作
品
展
示
に
よ
り
行
い
ま
す
。皆
さ
ん
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
閉
級
式
と
舞
台
発
表
会

日
　

時
　

３
月
14
日（
木
）

10
時
〜
　
　
　

閉
級
式
行
事

10
時
30
分
〜
　

記
念
講
演

　
　
　
　
　
　
　

演
　

題
‥「
人
が
人
ら
し
く
」

　
　
　
　
　
　
　

講
　

師
‥
山
本 

衞（
四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師
）

13
時
〜
　
　
　

ス
テ
ー
ジ
発
表（
各
講
座
20
分
間
）

　
　
　
　
　

大
正
琴
、謡
曲
、民
踊
、楽
し
い
踊
り
、詩
吟
、

　
　
　
　
　

編
み
物
、ダ
ン
ス

15
時
30
分
　
　

終
了
予
定

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館 

２
階
大
ホ
ー
ル

■
作
品
展

期
　

間
　

３
月
12
日（
火
）〜
14
日（
木
）

　
　
　
　

９
時
〜
17
時（
最
終
日
は
15
時
30
分
ま
で
）

場
　

所 
　

市
立
中
央
公
民
館

　
　
　
　

・
生
け
花
、書
道(

１
階
展
示
ホ
ー
ル
）

　
　
　
　

・
編
み
物
、家
庭
園
芸
、水
彩
画（
１
階
大
会
議
室
Ⅰ
）

　
　
　
　

※
生
け
花
は
３
月
13
日（
水
）か
ら
展
示
し
ま
す
。

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
お
車
で
の
ご
来
場
は
乗
り
合
わ
せ

　

で
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課
　

0(
３
４)
７
３
１
1

第
４
回
　
働
く
婦
人
の
家
ま
つ
り

　

働
く
婦
人
の
家
で
は
、施
設
を
利
用
し
活

動
し
て
い
る
諸
団
体
が
学
習
成
果
の
発
表

お
よ
び
利
用
者
相
互
の
交
流
・
親
睦
を
図
る

と
共
に
、働
く
婦
人
の
家
に
つ
い
て
多
く
の

人
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め「
働
く
婦
人
の

家
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
お
誘
い
合
せ

の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

 

◎
記
念
講
演

日
　

時
　

３
月
３
日（
日
）

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館 

２
階
大
ホ
ー
ル

講
　

師
　

竹
村
利
道（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ワ
ー
ク
ス
み

ら
い
高
知
代
表
）

演
題

　

「
障
害
っ
て
何
だ
ろ
う
？
〜
障
害
の
あ
る

人
か
ら
教
わ
っ
た
大
切
な
こ
と
〜
」

◎
作
品
展

日
　

時
　

３
月
２
日（
土
） 

10
時
〜
16
時

　
　
　
　

３
日（
日
） 

９
時
〜
16
時

場
　

所
　

働
く
婦
人
の
家

展
　

示
　

働
く
婦
人
の
家
利
用
諸
団
体
の

　
　
　
　

作
品

　
　
　
　

（
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、絵
手
紙
、和
裁
、

洋
裁
、川
柳
、書
道
、生
花
な
ど
）

◎
ヨ
ー
ガ
体
験
　

　

婦
人
の
家
講
座
で
も
人
気
の
あ
る
ヨ
ー

ガ
。興
味
の
あ
る
方
は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
　

時
　

３
月
２
日（
土
）  

①
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

 

②
13
時
〜
14
時

 

③
14
時
30
分
〜
15
時
30
分

３
月
３
日（
日
）  

④
13
時
〜
14
時

 

⑤
14
時
30
分
〜
15
時
30
分

定
　
　

員
　

①
〜
⑤
ま
で
各
８
人

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
ア
ル
ミ
の

シ
ー
ト
等
お
持
ち
の
人
は
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

場
　
　

所
　

働
く
婦
人
の
家 

１
階
託
児
室

講
　
　

師
　

野
村
厚
子

申
込
方
法
　

２
月
13
日
（
水
）
か
ら
本
人
に

　
　
　
　
　

限
り
窓
口
・
電
話
で
受
付
　

受
付
時
間
　

９
時
〜
12
時
、13
時
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　

（
土
・
日
を
除
く
）
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

申

込

先　

働
く
婦
人
の
家

　
　
　
　
　

0（
３
４
）６
２
９
９

◎
舞
台
部
門
合
同
発
表
会

日
　

時
　

３
月
３
日（
日
）

　
　
　
　

13
時
〜
15
時
20
分

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館

　
　
　
　

２
階
大
ホ
ー
ル

内
　

容
　

働
く
婦
人
の
家
利
用
諸
団
体

　
　
　
　

（
踊
り
、
詩
吟
、
日
舞
、
歌
、
体
操
、

大
正
琴
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
手
話

体
操
）

　
　【

問
い
合
わ
せ
先
】

　

働
く
婦
人
の
家
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

（
市
）人
権
啓
発
課
　

0（
３
５
）１
０
３
５

　

中
村
一
条
通
４
丁
目
の
市
営
駐
車
場
（
四
国

電
力
北
側
）
の
利
用
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

募
集
台
数
　

45
台
（
普
通
自
動
車
ま
た
は
軽
自

　
　
　
　
　

動
車
に
限
る
）

利
用
期
間
　

平
成
25
年
4
月
1
日
〜

　
　
　
　
　

平
成
26
年
3
月
31
日

　
　
　
　
　

※
原
則
と
し
て
利
用
は
月
初
め
か

　
　
　
　
　
　

ら
月
末
ま
で
の
1
か
月
単
位
、

　
　
　
　
　
　

最
長
1
年
間
で
す
。

利
用
料
金
　

月
額
5
0
0
0
円（
消
費
税
込
）
　

　

※

毎
月
末
日
ま
で
に
納
付
い
た
だ
き
ま
す

申
込
期
間
　

2
月
15
日
〜
3
月
15
日

　

※
利
用
枠
に
残
余
の
あ
る
場
合
は
右
記
期
間

　
　

以
降
も
随
時
受
付
し
ま
す
。

　

※
申
し
込
み

　
　

が
収
容
台

　
　

数
を
上
回

　
　

る
場
合
は

　
　

抽
選
と
な

　
　

り
ま
す
。

　
　

そ
の
場
合
、

　
　

抽
選
日
時
、

　
　

場
所
等
は

　
　

別
途
通
知
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

（
市
）都
市
整
備
課 

計
画
係
　

0（
3
4
）1
7
8
2

※
申
込
用
紙
は
市
役
所
本
庁
5
階
都
市
整
備
課

　

お
よ
び
1
階
総
合
案
内
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

市
営
中
村
シ
テ
ィ
ー
パ
ー

キ
ン
グ
定
期（
月
ぎ
め
）

駐
車
場 

利
用
者
募
集

中村シティーパーキング◎中村シティーパーキング◎
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2
平成25年

★
休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

2 （175冊）

児
童
書  

え
ほ
ん

/

遅咲きのヒマワリ　上下

かわいい自分には旅をさせよ

欠落

自分を生んでくれた人

発酵食品を使った美味しい鍋レシピ

毎日かあさん　９

六人目の少女

笑うハーレキン

木俣　冬

浅田　次郎

今野　敏

内村　周子

柳瀬　真澄

西原　理恵子

ドナート・カッリージ

道尾　秀介

イワーシェチカと白い馬

おでかけしようか

「古事記」がよくわかる事典

なりたいものだらけ

日本の神さま絵図鑑

ひめちゃんひめ

もちっこやいて

りんちゃんともちもち星人

Ｉ.カルナウーホワ

大塚　いちお

所　功

ジミー・リャオ

松尾　恒一

武田　美穂

やぎゅう　げんいちろう

令丈　ヒロ子

★
蔵
書
点
検
休
館
の
お
知
ら
せ
★

　

休
館
中
の
本
の
返
却
に
つ
い
て
は
、市
役
所
北
出
入
口
の
返
却
ポ
ス

ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
※
視
聴
覚
資
料
・
紙
芝
居
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
わ
れ
や
す
い
た
め
お
手
数
で
す
が
図
書
館
へ
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

一
階
総
合
案
内
へ
お
預
け
く
だ
さ
い
。）ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
寄
贈
御
礼
★

　

陣
内
陽
介
様
よ
り
、大
活
字
本
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。『
反

骨
』鎌
田
慧
著
、『
素
行
調
査
官
』笹
本
稜
平
著
な
ど
が
新
し
く
増
え
ま

し
た
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。

2
月
11
日（
月
）定
休
日

18
日（
月
）定
休
日

25
日（
月
）定
休
日

※
２
月
26
日（
火
）〜

　

３
月
１
日（
金
）蔵
書
点
検

3
月
4
日（
月
）定
休
日

問 

市
立
図
書
館  

（
３
５
）２
９
２
３ 

開館時間　9：00～18：00 February

四万十川リバーサイドフルウォーク2013四万十川リバーサイドフルウォーク2013四万十川リバーサイドフルウォーク2013

４月６日（土）・４月７日（日）

市民スポーツセンター

高校生以上

※ただし、20歳未満の人は　　

保護者の承諾書が必要です。

先着50人

２月28日（木） 17時まで

参加者の受付等運営補助

３月下旬に開催予定

スタッフジャンパー、

お弁当

電話でお申し込みください

日 　 程

集合場所

対 象 者

募集人数

募集締切

業務内容

説 明 会

支 給 品

申込方法

4月6日（土）、7日（日）※雨天決行

市民スポーツセンター

一般：2000円　

高校生以下：1000円

※１日参加でも２日参加でも同額で

す。

１食600円（要事前申込）

2月28日（木）

日 　 程

集合場所

参 加 料

昼   食

申込期限

■ボランティアスタッフ募集
  全国からの参加者とふれあいながら、大会を支えていただくスタッフを募集しま

す。ご応募お待ちしております。

■参加者募集
　貴方も全国からの参加者と一緒に、四万十川沿いを歩きながら春を満喫しませんか。

　今回は、４月６日の「新ごりコース（定員５０名）」「あかめコース」、４月７日の「あゆコース」のみに参加される市内在住の方

は、参加料無料でご参加いただけます。ただし、参加賞はなく、完歩証のみとなります。

【問い合わせ・申込先】
四万十川リバーサイドフルウォーク実行委員会（市民スポーツセンター内）　0（３４）２０７１
※パンフレットは市役所１階ロビーにもあります。ご遠方の方はご請求ください

コース

コース名

新ごり

あかめ

くじら

あゆ

ふじ

てながえび

かわせみ

日　時

4月6日

（土）

9時出発

4月7日

（日）

8時出発

ルート

（バス移動）

→

（バス移動）

→

（バス移動）

四万十大橋

四万十大橋

くじらの見える丘

佐田沈下橋

高瀬沈下橋

三里沈下橋

口屋内沈下橋

距離

10km

16km

29km

17km

19km

23km

30km

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

→
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国民健康保険税　8期分

下水道事業受益者負担金　

　　　　　　　　4期分

四万十川キャンペーンレディ募集 　

（
社
）
四
万
十
市
観
光
協
会
で
は
、
本
市
の
観

光
Ｐ
Ｒ
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
人
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
健
康
で
明
朗
な
女

性
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

主
な
仕
事
の
内
容

　

・
本
市
の
各
種
観
光
行
事
へ
の
参
加

　

・
県
内
外
で
の
観
光
宣
伝
・
催
物
な
ど
へ
の

参
加

　

・
公
的
行
事
へ
の
参
加
　

な
ど

報
　

酬
　

各
出
務
に
よ
り
日
当
を
支
給

募
集
人
員
　

２
人

任
　

期
　

平
成
25
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　

平
成
27
年
３
月
31
日

応
募
方
法

　

・
履
歴
書
（
３
ヶ
月
以
内
の
カ
ラ
ー
写
真
を

貼
付
け
）
を
下
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
郵

送
ま
た
は
直
接
お
届
け
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　

２
月
22
日（
金
）17
時
30
分
ま
で

　

※

郵
送
の
場
合
、当
日
消
印
有
効

選
考
方
法

　

・
１
次
審
査：

書
類
選
考

　

（
書
類
選
考
の
上
、
面
接
日
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
）

　

・
２
次
審
査：

面
接（
筆
記
試
験
な
し
）

募
　

集

問
（市）教育委員会 生涯学習課
☎（34）7311

問 申
（社）四万十市観光協会　TEL（35）4171
〒787-0015　四万十市右山383－15（物産館サンリバー四万十敷地内）

催
　

し

　

中
村
の
春
を
飾
る
文
化
協
会
主
催
の
「
春
の

合
同
展
」を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。四
万

十
市
に
関
わ
り
の
あ
る
人
な
ら
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
る
展
示
会
で
す
の
で
、お
気
軽
に
、ご
観

覧
・
ご
出
品
く
だ
さ
い
。

会
　

期
　

３
月
８
日（
金
）〜
10
日（
日
）

　
　
　
　

９
時
〜
17
時（
10
日
は
16
時
ま
で
）

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館

部
　

門
　
　

　

華
道
、洋
画
、日
本
画
、書
道
、写
真
、短
歌
、川

　

柳
、俳
句
、工
芸
、手
工
芸
、グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ

　

ザ
イ
ン

　

※

最
終
日
に
は
茶
席
も
用
意
し
ま
す
。

整
理
費
　

１
０
０
円（
高
校
生
以
下
は
無
料
）

搬
　

入
　

３
月
３
日（
日
）
　

10
時
〜
16
時

　
　
　
　

市
立
中
央
公
民
館
　

２
階
　

研
修
室
Ⅰ

※

事
前
に
申
込
不
要

　

出
品
さ
れ
る
方
は
、時
間
内
に
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
。

搬
　

出
　

３
月
10
日（
日
）
　

16
時
〜
18
時
　

　
　
　
　

３
月
11
日（
月
）
　

９
時
〜
16
時
　

第34回 春の合同展

第4回 四万十うまいちやフェスタ in 菜の花まつり　

四
万
十
う
ま
い
ち
や
フ
ェ
ス
タ
は
、
四
万

十
グ
ル
メ
の
普
及
を
目
的
に
市
内
の
飲
食
店

や
地
元
料
理
研
究
グ
ル
ー
プ
が
、
同
一
食
材

を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
グ
ル
メ
大
会
で
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
菜
の
花
ま
つ
り
に
ち
な

ん
で
「
菜
花
」
で
す
。
独
自
の
ア
イ
デ
ア
を
盛

り
こ
ん
だ
料
理
や
旬
の
地
元
食
材
を
使
っ
た

も
の
な
ど
自
慢
の
料
理
が
満
載
で
す
。

　

今
回
か
ら
は
有
料
で
の
販
売
と
な
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
食
べ
比
べ
を
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
当
日
は
抽
選
会
も
行
い
ま
す
の
で
、

最
後
ま
で
会
場
内
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

３
月
９
日（
土
）
　

11
時
〜
14
時

場
　

所
　

入
田
河
川
敷

　
　
　
　

（
雨
天
時：

天
神
橋
ア
ー
ケ
ー
ド
内
）

参
加
費

　

・
チ
ケ
ッ
ト
４
枚
綴
り

１
０
０
０
円（
抽
選
券
付
）

　

・
チ
ケ
ッ
ト
１
枚

３
０
０
円（
抽
選
券
は
付
き
ま
せ
ん
）

催
　

し

問
中村料理飲食店組合
☎090-3180-1648

必ず鍵をかけましょう!
中村署管内の窃盗犯発生状況
（平成24年1月～12月）
窃盗犯合計　351件

うち239件が四万十市で発生してい
ます。

【主な被害】
空き巣　24件
忍び込み　19件

（夜間就寝中に侵入）
出店荒らし　11件
倉庫荒らし　11件
自動車盗　4件

（キー付きでの被害 4件）
オートバイ盗　11件

（キー付きでの被害 3件）
自動車盗　72件
（無施錠　56件）
車上ねらい　48件
（無施錠　38件）

●夜間や、家を留守にするときには
　必ず鍵をかけましょう。
●自動車、オートバイ、自転車など
　の乗り物盗の大部分は、鍵をかけ
　ていない場合に発生しています。
●少しの時間でもその場所を離れ
　る場合には、鍵をかける習慣をつ
　け、被害にあわないようにしま
　しょう。

【問い合わせ先】
中村地区地域安全協会
（中村警察署内）
☎（34）0110

平
成
25
年
2
月
号

24



お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

体育施設の年間使用予約受付

問 申

問

㈶四万十市体育協会（安並スポーツセンター内）
☎（34）2071

　

平
成
25
年
度
に
大
会
等
で
体
育
施
設
の
使
用

を
希
望
す
る
団
体
は
年
間
使
用
の
予
約
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。希
望
調
書
は
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
具
同
体
育
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま

す
。

施
設
名
　

安
並
運
動
公
園
内
各
施
設

　
　
　
　

具
同
体
育
セ
ン
タ
ー

予
約
期
間
　

平
成
25
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　

平
成
26
年
３
月
31
日

受
付
期
間
　

平
成
25
年
２
月
15
日（
金
）17
時
ま
で

調
整
会
議
　

平
成
25
年
２
月
21
日（
木
）19
時
か
ら

　
　
　
　
　

市
立
温
水
プ
ー
ル
２
階
会
議
室
に
て

　

※

各
団
体
か
ら
必
ず
１
人
出
席
し
て
く
だ
さ
い

お
知
ら
せ

平成25年度
市立学校体育施設 上半期利用申込受付

問 申
（市）教育委員会 社会体育課
 ☎（34）2071

　

教
育
委
員
会
で
は
、地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
普
及
を
目
的
と
し
た
、市
内
小
中
学
校
体

育
施
設
（
中
村
地
域
）
の
夜
間
開
放
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
団
体
は
、所
定
の
申
請
書
な

ど
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

開
放
施
設
　

体
育
館
、武
道
場
、運
動
場

※

開
放
で
き
る
学
校
、
曜
日
、
時
間
帯
な
ど
に
つ

　

い
て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

利
用
期
間
　

平
成
25
年
４
月
〜
平
成
25
年
９
月

受
付
期
間
　

２
月
１
日（
金
）〜
18
日（
月
）

受
付
時
間
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　

（
土
、日
、祝
日
を
除
く
）

お
知
ら
せ

市民交通傷害保険 加入申込受付

（本　　庁）環境生活課 市民生活係　☎（35）4147
（総合支所）地域企画課 地域振興係　☎（52）1111

　

平
成
25
年
度
市
民
交
通
傷
害
保
険
の
加
入
申

込
を
、次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

保
険
期
間

　

平
成
25
年
４
月
１
日
午
前
０
時
〜

　

平
成
26
年
３
月
31
日
午
後
12
時
ま
で
の
１
年
間

加
入
資
格

　

平
成
25
年
４
月
１
日
時
点
で
、本
市
に
住
民
登

　

録（
住
民
票
）の
あ
る
人
。

　

※

平
成
25
年
４
月
１
日
時
点
で
転
出
等
に
よ

　
　

り
住
民
登
録
（
住
民
票
）
等
を
喪
失
し
て
い

　
　

る
人
は
加
入
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

　

※

一
人
に
つ
き
２
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

【
個
　

人
】

　

受
付
期
間
　

３
月
４
日(

月)

か
ら
随
時
受
付

　

掛
け
金
ほ
か

　

１
口
に
つ
き
６
０
０
円（
生
活
保
護
法
の
適
用

　

を
受
け
て
い
る
人
は
３
０
０
円
）

　

※

（
本
庁
）
環
境
生
活
課
お
よ
び
（
総
合
支
所
）

　
　

地
域
企
画
課
に
備
え
て
い
る
加
入
申
込
書

　
　

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
お
申
し
込
み

　
　

く
だ
さ
い
。印
鑑
が
必
要
で
す
。

【
団
　

体
】

　

受
　

付
　

３
月
４
日(

月)

〜
29
日(

金)

　

掛
け
金
ほ
か

　

１
団
体
20
口
以
上
必
要
で
す
。１
口
に
つ
き
５

　

７
０
円（
団
体
加
入
報
奨
金
30
円
が
相
殺
さ
れ

　

た
額
で
す
。生
活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
て
い

　

る
人
は
２
７
０
円
）

　

※

区
長
回
覧
の
団
体
加
入
申
込
書
で
お
申
し

　
　

込
み
く
だ
さ
い
。

平成25年度 公民館団体登録 　

公
民
館
で
は
、社
会
教
育
を
目
的
と
し
て
定
期

的
な
活
動
を
行
い
、市
の
社
会
教
育
の
向
上
に
貢

献
が
期
待
で
き
る
等
の
一
定
要
件
を
充
た
す
団

体
に
つ
い
て
、
登
録
し
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
申
請
を
希
望
す
る
団
体
は
、公

民
館
団
体
登
録
基
準
要
綱
を
ご
確
認
の
う
え
、左

記
関
係
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
期
間 

　

平
成
25
年
４
月
１
日
〜
26
年
３
月
31
日

提
出
書
類

　

（
１
）
平
成
25
年
度
四
万
十
市
立
公
民
館
団
体

登
録
申
請
書

　

（
２
）添
付
書
類

　
　

ア
．平
成
25
年
度
事
業（
学
習
）計
画
書

　
　

イ
．会
員
名
簿

　
　

ウ
．会
則
・
規
約
等（※

定
め
て
い
る
団
体
）

提
出
期
限
　

３
月
８
日（
金
）
　

※

期
限
厳
守

　

「
四
万
十
市
立
公
民
館
団
体
登
録
基
準
要
綱
」・

提
出
書
類
は
、中
央
公
民
館
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ「
四
万
十
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
　

団
体

登
録
に
つ
い
て
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

（市）教育委員会 生涯学習課（中央公民館内）
☎（34）7311

問 申

平
成
25
年
2
月
号
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催
　

し

くろそん手帖展覧会

問 申
〒787-0012　四万十市右山五月町8-22 
（市）生涯学習課 社会教育振興係（市立中央公民館内）　
☎（34）7311

　

昨
年
５
月
か
ら
配
布
を
始
め
た
、
く
ろ
そ

ん
手
帖
の
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

黒
尊
を
訪
れ
た
皆
さ
ん
が
想
い
の
ま
ま
に

書
き
込
ん
だ
く
ろ
そ
ん
手
帖
を
一
同
に
集
め

て
展
示
し
ま
す
。

開
催
期
間
　

２
月
24
日（
日
）、

　
　
　
　
　

３
月
２
日（
土
）３
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

９
日（
土
）、10
日（
日
）

場
　

所
　

旧
口
屋
内
小
学
校
体
育
館

　

※

10
日
午
後
に
は
表
彰
式
を
行
う
ほ
か
、「
く

　

ろ
そ
ん
カ
フ
ェ
」も
開
店
さ
れ
ま
す
。

く
ろ
そ
ん
カ
フ
ェ（
ケ
ー
キ
と
コ
ー
ヒ
ー
）

５
０
０
円（
要
申
込
）

　

期
　

間：

２
月
20
日（
水
）〜
28
日（
木
）

　

申
込
先：

下
記
連
絡
先
ま
で

●
く
ろ
そ
ん
手
帖
の
出
品
者
募
集
中
！

　

お
手
元
に
書
き
込
ん
だ
く
ろ
そ
ん
手
帖
を

お
持
ち
の
人
は
是
非
こ
の
展
覧
会
に
出
品
し

て
く
だ
さ
い
。
黒
尊
の
人
々
を
驚
か
せ
た
手

帖
は
表
彰
さ
れ
ま
す
。

出
品
要
件
　

少
し
で
も
黒
尊
で
の
想
い
出
が
記

　
　
　
　
　

入
さ
れ
て
い
る
く
ろ
そ
ん
手
帖

出
品
期
間
　

２
月
15
日（
金
）ま
で

郵
送
方
法
　

　

下
記
連
絡
先
ま
で
持
参
も
し
く
は
郵
送
し

　

て
く
だ
さ
い
。（
出
品
時
の
送
料
は
ご
負
担

　

願
い
ま
す
）

※

出
品
い
た
だ
い
た
手
帖
は
、
５
月
初
旬
ま

　

で
に
生
涯
学
習
課
か
ら
返
送
し
ま
す
。

催
　

し

催
　

し

《スポニチ創刊65周年記念事業》
第1回　四万十・足摺 無限大チャレンジライド

問

(株)JTBコミュニケーションズ
☎ 06-6348-1726(平日 9時30分～18時)　FAX 06-6348-1375
(一社)幡多広域観光協議会
☎ (31)0233　E-mail：syuryo@hata-koiki.com

　

こ
の
大
会
は
、
四
国
西
南
地
域
を
舞
台
に

し
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
、
タ
イ
ム

や
勝
敗
を
競
う
レ
ー
ス
で
は
な
く
、
設
定
さ

れ
た
２
つ
の
コ
ー
ス
を
脚
力
や
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
に
合
わ
せ
、
時
間
内
で
景
観
・
文
化
・

歴
史
を
楽
し
み
な
が
ら
、
自
転
車
で
し
か
味

わ
え
な
い
地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
す
る

も
の
で
す
。

　

コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
公
道
は
、
幅
の
狭

い
と
こ
ろ
も
多
く
あ
り
ま
す
。
参
加
者
の
安

全
は
も
と
よ
り
、
大
会
が
円
滑
に
運
営
で
き

る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

皆
さ
ま
の
沿
道
で
の
暖
か
い
声
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

日
　

時
　

３
月
２
日（
土
）、３
日（
日
）

メ
イ
ン
会
場
　

安
並
運
動
公
園

　
　
　
　
　
　

（
ス
タ
ー
ト
＆
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
）

参
加
者
　

約
５
０
０
人

コ
ー
ス（
日
程
、距
離
）

　

・
足
摺
コ
ー
ス（
２
日
、１
０
８
㎞
）

11
時
に
安
並
運
動
公
園
を
ス
タ
ー
ト
。足

摺
岬
方
面
に
南
下
、太
平
洋
を
望
む
海
岸

線
を
土
佐
清
水
か
ら
宿
毛
方
面
を
巡
り
、

ス
タ
ー
ト
地
点
に
戻
る
コ
ー
ス
。

　

・
四
万
十
川
コ
ー
ス（
３
日
、１
３
６
㎞
）

７
時
30
分
に
安
並
運
動
公
園
を
ス
タ
ー

ト
。
黒
潮
町
方
面
に
向
い
海
に
面
し
た

ル
ー
ト
を
走
っ
た
あ
と
四
万
十
川
中
流

域
を
目
指
し
て
山
間
部
に
入
る
。コ
ー
ス

の
大
部
分
が
四
万
十
川
に
沿
っ
て
下
る

ル
ー
ト
。

　

・
無
限
大
コ
ー
ス（
２
日
・
３
日
、２
４
４
㎞
）

足
摺
、四
万
十
川
の
両
コ
ー
ス

※

大
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

http://w
w
w
.shim
a
nto-m

ug
e
nda
i.jp/

街なか博物館
～日本一小さなスーパーカーショー＆懐かしいクルマと防災フェア～　

一
条
通
商
店
街
で
は
、
春
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
街
な
か
博
物
館
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
消
防
車
等
の
体
験
乗
車
や
、
商
店
街

で
買
い
物
を
し
た
人
を
対
象
に
、
ス
ー
パ
ー

カ
ー
や
懐
か
し
い
ク
ル
マ
の
乗
車
抽
選
を
行

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
抽
選
に
漏
れ
た
人
へ
の
商

店
街
商
品
券
抽
選
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
防
災
関
連
イ
ベ
ン
ト
、
物
販
販
促

イ
ベ
ン
ト
等
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
遅
咲
き
の
ヒ
マ
ワ

リ
」
の
ロ
ケ
に
使
用
さ
れ
た
「I lov

e
 shim

a
nto

号
」
や
「
ふ
じ
い
金
物
店
号
」
も
登
場
し
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
皆
さ
ま
ご
家
族
で
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

３
月
10
日（
日
）
　

10
時
〜
15
時

場
　

所
　

一
条
通
商
店
街

※

商
店
街
に
は
駐
車
場
を
用
意
し
て
い
ま
せ

　

ん
の
で
、
市
役
所
駐
車
場
ま
た
は
、
中
村
小

　

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
一条通商店街振興組合
☎（34）6060

催
　

し

中村交響楽団演奏会in西土佐
　

中
村
交
響
楽
団
の
西
土
佐
公
演
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
　

時
　

３
月
３
日（
日
）

　
　
　
　

16
時
〜（
開
場：

15
時
30
分
）
　

場
　

所
　

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

入
場
料
　

大
人：

１
０
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生
以
下：

無
料

チ
ケ
ッ
ト
販
売

　

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
、西
土
佐
総
合
支
所

　

市
立
中
央
公
民
館
　

ほ
か

問
（市）教育委員会 西土佐事務所
☎（52）1110

平
成
25
年
2
月
号
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催
　

し

教
室
・
講
座

第20回 
土佐中村一條太鼓定期演奏会

問
土佐中村一條太鼓振興会（池本）
☎ 090-4508-2826

　

今
回
、20
回
目
の
節
目
を
迎
え
る
定
期
演
奏
会
、

今
年
も
１
年
の
活
動
の
総
決
算
と
し
て
開
催
し

ま
す
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
　

時
　

２
月
24
日（
日
）

開
　

場
　

13
時

開
　

演
　

13
時
30
分

場
　

所
　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料
　

整
理
券
５
０
０
円

　
　
　
　

（
中
学
生
以
下
無
料
）

　
　
　
　

※

当
日
券
も
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

教
室
・
講
座

認知症予防講演会
「認知症は予防できる!改善できる!」

問
(市)保健介護課 地域包括支援センター
☎（34）0170

　

認
知
症
は
、い
つ
か
は
身
内
や
自
分
自
身
に
起

こ
り
う
る
身
近
な
問
題
で
す
。認
知
症
は
防
ぎ
よ

う
が
な
い
、認
知
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
悪
く

な
っ
て
い
く
だ
け
だ
、そ
う
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

認
知
症
は
、正
し
い
知
識
と
適
切
な
ケ
ア
で
予

防
や
改
善
が
可
能
で
す
。

　

家
族
と
専
門
職
が
共
に
学
び
あ
い
、皆
で
知
恵

を
出
し
合
え
ば
状
況
が
改
善
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
実
際
に
高
知
市
で
行
わ
れ
た
「
認
知
症
重

度
化
予
防
実
践
塾
」で
は
家
族
の
方
と
専
門
職
が

一
緒
に
学
び
、取
り
組
み
を
し
た
こ
と
で
認
知
症

の
人
が
元
気
に
な
っ
た
と
い
う
例
も
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

３
月
２
日（
土
）
　

14
時
〜
16
時

　
　
　
　

（
受
付：

13
時
30
分
〜
）

場
　

所
　

高
知
は
た
Ｊ
Ａ
会
館 

４
階
大
ホ
ー
ル

講
　

師
　

金
田
弘
子
氏

　

（
鳥
取
県 

森
本
外
科
脳
神
経
外
科
医
院
副
院
長
）

　
　
　
　

石
黒
秀
喜
氏

　

（【
財
】長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
）

参
加
費
　

無
料

四万十市雇用創造促進協議会　2月・3月開催講座
募集種目 日　　時

◆新規創業・事業
　拡大セミナー

2月14日（木）
まで

2月22日（金）
まで

場　　所 内　　容 講　　師 募集期間

2月15日（金）
9：30～11：30

中村商工会議所
３階大会議室

●地域資源を活かした商品開発とPRに
　ついて

◆高付加価値農産
　物生産計画・技
　術力向上研修

2月24日（日）
14:00～17:00

実地研修
鍋島圃場
（集合：あぐりっこ
研修センター）

●じゃがいもの黒ポリマルチでの栽培
※天候や圃場の状況で内容変更の可能
　性あり

山下一穂氏
（有機のがっこう「土
佐自然塾」塾長）

2月25日（月）
9:00～12:00

座学
あぐりっこ研修
センター

●春からの栽培計画

河崎妙子氏（㈲河崎妙
子事務所代表取締役
社長／レストラン・プ
ロデューサー）

◆販売・企画力向
　上セミナー

2月13日（水）
まで

２月14日（木）
13:00～17:00

四万十市
西土佐商工会

●地域活性化に役立つフェイスブック
　の活用方法

宮松　利博氏
（(株)ISSUN代表取締
役）

◆加工技術力向上
　研修

2月18日（月）
（予定）～
3月1日（金）

3月4日（月）
14:00～16：30

新ロイヤルホテル
四万十
２階四万十

●渡辺シェフの四万十レシピ大公開！
　（仮題）

渡辺　清利氏（美味料
理研究所ぷりんやさ
ん店長）

ご不明な点がありましたら、左記までお問い合わせの上お

申し込みください。応募者多数の場合は先着順になります。
問
四万十市雇用創造促進協議会　☎（34）9570　FAX（34）9571　
ホームページ　http://www.shimanto-koyo.com/

教
室
・
講
座

問 申
（本庁）保健介護課 保健衛生係
☎（34）1115

食生活改善推進員養成教室 　

あ
な
た
も
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト（
食
生
活
改
善
推
進

員
）に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
は
、食
を
通
じ
た
健
康
づ
く

り
を
す
す
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

期
　

間
　

４
月
〜
12
月
中
に
５
回

　
　
　
　

（
１
回
が
４
、５
時
間
程
度
）

時
　

間
　

９
時
〜
14
時
頃
を
予
定

内
　

容
　

講
義
お
よ
び
調
理
実
習

　
　
　
　

（
栄
養
、健
康
に
つ
い
て
）

講
　

師
　

管
理
栄
養
士
、保
健
師 

ほ
か

条
　

件
　

　

こ
の
養
成
教
室
で
20
時
間
以
上
の
受
講
が
必

　

要
で
す
。

　

受
講
後
、地
域
の
中
で
調
理
実
習
を
主
と
し
た

　

伝
達
講
習
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で

　

き
る
人

費
　

用
　

　

初
回
に
教
材
代（
１
１
５
５
円
）が
必
要
で
す
。

　

※

申
し
込
み
後
、受
講
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

　
　

も
教
材
代
は
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
限
　

２
月
28
日（
木
）

教
室
・
講
座

第12回
幡多ふれあい医療公開講座

日
　

時
　

２
月
17
日（
日
）

　
　
　
　

13
時
開
場
、13
時
30
分
開
始

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館 

大
ホ
ー
ル

演
　

題
　

　

「
緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て 

　

‐

つ
ら
さ
を
和
ら
げ
、そ
の
人
ら
し
さ
を
支
え
る‐

」

　
　

大
家
千
晶

　
　
　

（
幡
多
け
ん
み
ん
病
院 

緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師
）

　

「
皮
膚
の
お
話
し‐

こ
ど
も
か
ら
大
人
ま
で‐

」

　
　

藤
岡
愛

　
　
　

（
幡
多
け
ん
み
ん
病
院 

皮
膚
科
副
院
長
）

参
加
費  

無
料
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

問
幡多けんみん病院(経営企画課)　☎ 0880（66）2222
（市）保健介護課　　　　　　　  ☎（34）1823

平
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問
自衛隊四万十地域事務所 
☎（35）3096

募
　

集

(学)中村幼稚園 平成25年度園児募集　

本
園
は「
心
身
と
も
に
健
康
で
豊
か
な
心
　

学

ぶ
態
度
の
育
成
」
の
教
育
目
標
の
も
と
、
豊
か
な

遊
び
と
運
動
、
体
験
交
流
・
学
習
活
動
の
三
つ
の

柱
を
た
て
活
力
あ
る
園
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。満
３
歳
に
な
る
と
入
園
で
き
ま
す
。

教
育
時
間
　

９
時
〜
15
時

　
　
　
　
　

（
８
時
〜
18
時
ま
で
の
預
か
り
有
り
）

授
業
料(

月
額)

　

　

満
３
歳
児：

２
万
３
千
円

　

３
歳
児：

２
万
２
千
５
百
円

　

４
、５
歳
児：

２
万
１
千
５
百
円
　

　

兄
弟
姉
妹
は
末
子
は
１
万
５
千
円

入
園
金
　

３
、４
歳
児：

４
万
円
　

　
　
　
　

５
歳
児：

１
万
円

給
食
代
　

約
５
千
円

　
　
　
　

（
給
食
か
家
庭
弁
当
か
選
択
で
き
ま
す
）

ス
ク
ー
ル
バ
ス
代
　

３
千
５
百
円（
片
道
２
千
円
）

　

就
園
補
助
金
制
度（
年
額
３
万
９
千
円
〜
22
万

６
千
円
）
を
利
用
で
き
ま
す
。
体
験
入
園
は
い
つ

で
も
で
き
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
中村幼稚園
☎（34）7511

問
（市）観光課 観光係　
☎（34）1783

教
室
・
講
座

働く婦人の家講座「絵手紙Ⅳ」

問 申
働く婦人の家
☎（34）6299

日
　

時
　

３
月
11
日
、18
日（
月
） 

全
２
回

　
　
　
　

19
時
〜
21
時

　

※

講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る

　
　

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

場
　

所
　

働
く
婦
人
の
家 

２
階 

講
習
室
Ａ

講
　

師
　

柏
原 

啓
一

対
象
者
　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
女
性

定
　

員
　

12
人

受
講
料
　

無
料

用
意
す
る
も
の
　

　

絵
具
、
画
仙
紙
、
古
タ
オ
ル
を
お
持
ち
で
あ
れ

　

ば
、ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
　

２
月
18
日
（
月
）
か
ら
本
人
に
限
り

　
　
　
　
　

窓
口
・
電
話
で
受
付

　

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

受
付
時
間
　

９
時
〜
12
時
、13
時
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

募
　

集

防衛省 平成25年度予備自衛官補募集　

予
備
自
衛
官
補
制
度
と
は
、主
と
し
て
自
衛
隊

未
経
験
者
を
予
備
自
衛
官
補
と
し
て
採
用
し
、所

定
の
教
育
訓
練
を
経
た
後
、予
備
自
衛
官
と
し
て

任
用
す
る
制
度
で
す
。

　

 

予
備
自
衛
官
は
普
段
社
会
人
と
し
て
仕
事
を

し
な
が
ら
、
年
間
５
日
間
の
訓
練
を
受
け
、
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
招
集
命
令
に
よ
り
、

自
衛
官
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

応
募
資
格

　

（
年
齢
の
計
算
期
日：

平
成
25
年
７
月
１
日
）

・
一
般
採
用：

日
本
国
籍
を
有
し
18
歳
以
上
、
34
歳

　

未
満
の
人（
資
格
等
は
必
要
な
し
）

・
技
能
採
用：

日
本
国
籍
を
有
し
18
歳
以
上
で
、保

　

有
す
る
技
能
・
資
格
に
応
じ
て
53
歳
〜
55
歳
未

　

満(

保
有
す
る
技
能
・
資
格
等
細
部
等
級
に
つ
い

　

て
は
下
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で)

受
付
期
間
　

４
月
３
日（
水
）ま
で

試
験
期
日
　

４
月
12
日
（
金
）
〜
15
日
（
月
）
の
内

　
　
　
　
　

い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

問
四万十D＆H（花嫁衣裳おぐら内）　☎（34）2259
〒787-0025　　四万十市中村一条通三丁目

催
　

し

メモリアルウエディング 船上結婚式　

４
月
10
日
の「
四
万
十
の
日
」に
、全
国
の
希
望

者
か
ら
選
ば
れ
た
３
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
、春
の
四

万
十
川
に
浮
か
ぶ
屋
形
船
で
結
婚
式
を
行
い
ま

す
。

日
　

時
　

４
月
10
日（
水
）
　

午
前
中

場
　

所
　

佐
田
沈
下
橋
付
近
〜

　
　
　
　

三
里
沈
下
橋
付
近

内
　

容

　

・
新
郎
様
の
タ
キ
シ
ー
ド

　

・
新
婦
様
の
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス

　

・
屋
形
船
上
で
の
人
前
結
婚
式
（
約
２
時
間
）を

４
月
10
日
（
四
万
十
の
日
）
に
限
り
、
１
組
様

４
０
０
１
０
円
に
て
挙
式
し
ま
す
。

申
込
締
切
　

２
月
28
日（
木
）

主
　

催
　

　

四
万
十
Ｄ
＆
Ｈ（
ド
リ
ー
ム 

ア
ン
ド 

ホ
ー
プ
）

後
　

援
　

中
村
商
工
会
議
所

　
　
　
　

(

社)

四
万
十
市
観
光
協
会

　
　
　
　

(

有)

Ｋ
Ｈ
Ｋ
　

ほ
か

教
室
・
講
座

問 申
働く婦人の家
☎（34）6299

第5回 男性の料理教室 　

魚
の
さ
ば
き
方
を
覚
え
て
、料
理
の
幅
を
広
げ

ま
せ
ん
か
。

　

今
回
は
さ
ば
い
た
魚
を
フ
ラ
イ
に
し
、旬
の
菜

の
花
を
使
っ
た
和
え
物
と
一
緒
に
春
の
ラ
ン
チ

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
♪

日
　

時
　

３
月
16
日（
土
） 

10
時
30
分
〜
13
時

　

※

講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
等
変
更
に
な
る

　
　

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

場
　

所
　

働
く
婦
人
の
家 
２
階
調
理
室

内
　

容

　

魚
料
理
〜
さ
ば
く
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
〜

　

《
あ
じ
フ
ラ
イ
・
菜
の
花
の
和
え
物
》

講
　

師
　

谷
崎
佐
千
代
　

対
象
者
　

市
内
居
住
の
男
性

定
　

員
　

10
人

材
料
費
　

６
０
０
円

持
っ
て
く
る
も
の
　

エ
プ
ロ
ン
、筆
記
用
具

申
込
方
法
　

２
月
25
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　

本
人
に
限
り
窓
口
・
電
話
で
受
付

受
付
時
間
　

９
時
〜
12
時
、13
時
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　

（
土
・
日
を
除
く
）

催
　

し

四万十川流域観光物産展 　

四
万
十
川
流
域
５
市
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
特
産

品
、
味
じ
ま
ん
が
一
堂
に
会
し
た
観
光
物
産
展

を
開
催
し
ま
す
。

 

当
日
は
先
着
１
０
０
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
。

日
時
　

２
月
23
日（
土
）
　

10
時
〜
16
時

場
所
　

道
の
駅
み
ま

　
　
　

（
愛
媛
県
宇
和
島
市
三
間
町
務
田
１
８
０‐

１
）

出
店
内
容

　

津
野
町：

満
天
の
星
大
福

　

梼
原
町：

鷹
鳥
キ
ム
チ
、
雲
の
上
の
チ
ー

ズ
ケ
ー
キ

　

四
万
十
町：

四
万
十
う
な
ぎ
ロ
ー
ル
巻
、肝
串

（
う
な
ぎ
）

　

中
土
佐
町：

鰹
の
タ
タ
キ
、
カ
ラ
ヤ
ン
（
鰹
の

辛
焼
き
み
そ
）

　

四
万
十
市：

ぽ
っ
ぽ
栗（
焼
栗
）、四
万
十
牛
コ

ロ
ッ
ケ
ほ
か

平
成
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年
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定期相談所

（本庁）総務課　
☎（34）1804

高知地方法務局四万十支局
☎（34）1600

日本政策金融公庫高知支店
農林水産事業
☎088（825）1091

行政相談所

特設人権相談所

無料農業経営相談

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

2月20日（木）
13時～16時

社会福祉センター

高知地方法務局
四万十支局

3月13日（水）
13時～15時

JA高知はた本所
３階

2月28日（木）

国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》武田二三生 ☎(35)6414
　　　　　正木　卓夫 ☎(37)2560

農業に関する借入相談、経営全般に関
するお悩みなどの相談（要事前予約）

金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・セク
ハラ・ＤＶ・いじめ・児童虐待・交通事
故・裁判費用など人権に関する問題
（弁護士資格のある人権擁護委員によ
る事前予約制・一人30分以内）

各種無料相談（2月～3月）

高知県司法書士会
☎ 088（825）3131

公益社団法人
高知県宅地建物取引業協会
☎ 088（823）2001

高知弁護士会
☎ 088（872）0324

高知県司法書士会
相続登記無料法律相談
※予約不要

高知県宅建協会
不動産に関する無料相談

高知弁護士会
無料法律相談会
※予約不要

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

2月19日（火）
10時～15時

四万十市役所
1階 101会議室

市立中央公民館
3階 研修室Ⅲ

2月27日（水）
13時～16時

市立中央公民館
2階 大会議室Ⅱ

3月10日（日）
13時～16時

相続登記をはじめとして、遺言、遺産分
割協議など相続に関する相談に応じま
す。

遺言、相続、贈与、成年後見人、家庭の
問題について、当会所属の弁護士10人
が面談相談に応じます。
（受付時間：12時30分～15時）

不動産・住まいに関する問題等について
当会の専門の相談員がお答えします。

この初心者教室は年齢に関係なく、パソコンに触ったことのない人から一年間ゆっくり学ぶことができます。
■期　間　平成25年４月～平成26年３月　　　　　■場　所　市立中央公民館１階 情報学習室
■初心者教室：パソコンでできる基礎的な事を学習します。
　◇毎週火曜日：12時30分～14時30分　募集人数20人
　◇毎週土曜日：12時30分～14時30分　募集人数20人
■募集期間　２月８日(金)～３月15日(金)　　※定員に達し次第締め切り。
■受講料　無料　※別途教材費等が必要となります。
詳しくは右記までお問い合せください。

シニア世代のためのパソコン教室

住民の皆さんと連携しながら、河川愛護思想の普及啓発および河川の適正な維持管理に協力してもらうことを目
的に、河川愛護モニターを募集します。

応募資格
　満20歳以上で、活動範囲の近隣に居住する人
募集人員
　活動範囲ごとに各1人（応募者多数の場合は選考）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
任　　期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　平成25年4月1日～平成26年3月31日
手　　当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　月額4,580円（交通通信費を含む）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
応募方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　必要事項を官製はがき・ファクスまたはＥメールに
　記入の上、3月4日（月）までに送付してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
▽必要事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・活動範囲（①から⑩の数字で記入）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
希望区間が複数ある場合には、第３希望まで記載。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・氏名（ふりがな）、生年月日、性別、住所、電話番号、
職業、応募理由や河川に対する思いを100字程度に
まとめ記述してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【問い合わせ・申し込み先】

〒787-0015　四万十市右山2033-14　国土交通省中村河川国道事務所 河川管理課 柳野
☎（34）7309　FAX（34）2674　Ｅメールアドレス nakama52@skr .ml i t .go . jp

平成25年度 河川愛護モニター募集平成25年度 河川愛護モニター募集平成25年度 河川愛護モニター募集

問

非営利活動市民団体
四万十市シニアネットワーク事務局
☎・FAX（37）2301

四万十市蕨岡字北坂折甲160番地
先の県道橋
四万十市蕨岡字北坂折甲160番地
先の県道橋

四万十川との合流点から
4kｍ付近

左岸　四万十市佐田三段畑道の西1409番
右岸　四万十市鏡ヶ城山3189番のイの地
左岸　四万十市佐田三段畑道の西1409番
右岸　四万十市鏡ヶ城山3189番のイの地

河口から13.4ｋｍ付近

河口から5ｋｍ付近河口から5ｋｍ付近

左岸　四万十市有岡字沖前1431番の1地先
右岸　四万十市九樹字カゲヒラ1485番の1地先

*①は、四万十川右岸・中筋川左右両岸が範囲
*③④は、中筋川左右両岸が範囲

⑩

⑨
⑥

②

④ ③

①

⑦

⑧

⑤

坂折橋

秋田橋

岩田川

後川橋

佐岡橋

中村大橋

四万十大橋

楠島大橋楠島大橋

中筋川
四万十川

渡川大橋

四万十川橋
（赤鉄橋）
四万十川橋
（赤鉄橋）

河口R321

山
路
橋

坂
本
橋

森
沢
川

江
ノ
村
大
橋

土
居
大
橋

荒
川
川

国
見
川

後
川

磯
ノ
川
川

九
樹
橋

古津賀川古津賀川

平
成
25
年
2
月
号

29



山
崎
（
伊
与
田
）
倫
代

　

夫
の
転
勤
で
オ
ラ
ン
ダ
に
来
て
、５

回
目
の
冬
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

当
地
の
冬
は
暗
く
、
長
い
で
す
。
風

の
吹
き
荒
れ
る
、灰
色
の
日
々
が
続
き

ま
す
。
朝
９
時
近
く
な
ら
な
い
と
明
る

く
な
ら
な
い
の
で
、起
き
た
ら
ま
ず
家

じ
ゅ
う
の
電
気
を
つ
け
て
回
る
の
が

日
課
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
冬
は
14
年
ぶ
り
の
寒
さ
で
、
運
河

が
全
凍
結
し
ま
し
た
。う
っ
か
り
車
に

コ
ー
ラ
缶
を
入
れ
て
お
い
た
ら
、凍
っ

て
爆
発
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
時
の
気

温
は
氷
点
下
12
度
。
炭
酸
飲
料
を
冷
凍

庫
に
入
れ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
の

は
知
識
と
し
て
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

ま
さ
か
自
分
の
車
が
冷
凍
庫
と
同
じ

状
態
に
な
る
な
ん
て
想
像
す
ら
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

私
は
中
村
で
生
ま
れ
、高
校
卒
業
ま

で
を
過
ご
し
ま
し
た
。大
学
進
学
の
た

め
に
東
京
に
出
た
と
き
、見
渡
す
限
り

に
山
が
見
え
な
い
関
東
平
野
に
少
し
不

安
を
覚
え
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま

す
。だ
っ
て
、中
村
に
は
い
つ
も
目
を
上

げ
る
と
山
が
あ
り
ま
し
た
。

　

故
郷
の
山
々
の
緑
色
は
な
ん
と
な
く

特
徴
が
あ
っ
て
、私
は
勝
手
に「
幡
多
グ

リ
ー
ン
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
幡
多
グ

リ
ー
ン
に
四
万
十
ブ
ル
ー
。
鮮
や
か
な

「
自
然
に
抱
か
れ
て
い
る
」安
心
感
が
、故

郷
に
は
あ
る
の
で
す
。住
ん
で
い
る
と
き

に
は
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
で
す
が
。

　

さ
て
、
私
が
は
る
か
昔
に
東
京
で
感

じ
た
一
抹
の
不
安
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
来

た
と
き
倍
に
な
っ
て
甦
っ
て
き
ま
し

た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
低
く
平
ら
な
土
地
で

す
。行
け
ど
も
、行
け
ど
も
山
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
国
は
標
高
が
一
番
高
い
と

こ
ろ
で
３
２
２
ｍ
。
そ
れ
も
ド
イ
ツ
国

境
ま
で
行
っ
て
よ
う
や
く
そ
の
高
さ
で

す
。…
…

山
が
な
い
。そ
れ
が
こ
ん
な
に

心
許
な
い
こ
と
だ
っ
た
な
ん
て
。

　

明
治
末
期
の
新
聞
記
者
に
、
長
谷
川

如
是
閑（
に
ょ
ぜ
か
ん
）と
い
う
人
が
い

ま
し
た
。
如
是
閑
は
、
特
派
員
と
し
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
向
か
う
の
で
す
が
、
シ

ベ
リ
ア
鉄
道
で
満
州
の
平
原
に
入
っ
た

と
き
の
こ
と
を
こ
う
書
い
て
い
ま
す
。

　

「
こ
の
大
平
面
が
視
覚
に
入
る
と
視

線
が
全
く
何
の
障
碍
も
な
い
自
由
の
放

射
を
擅（
ほ
し
い
ま
ま
）に
す
る
事
を
得

ふ
る
さ
と
応
援
団
員
か
ら
の
便
り

  

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
国
か
ら

　

オ
ラ
ン
ダ
在
住

　

中
村
出
身

　

昭
和
42
年
生
ま
れ

る
の
で
、
こ
の
視
覚
の
放
恣
（
ル
ー
ズ
ネ

ス
）に
自
ず
と
感
情
の
放
恣
が
伴
っ
て
、僕

そ
の
物
が
無
辺
際
、太
虚
、永
久
と
い
う
よ

う
な
一
切
の
範
疇
を
超
絶
し
た
宙
ぶ
ら
り

ん
に
飄
然
た
る
か
の
如
く
感
ず
る
」

　

視
線
が
遮
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
ど
こ
ま

で
も
広
が
っ
て
い
く
こ
と
は
、
日
本
人
に

と
っ
て
こ
れ
ほ
ど
ま
で
心
細
さ
を
与
え
る

も
の
な
の
で
す
。
そ
れ
は
１
０
０
年
前
の

如
是
閑
も
、現
在
の
私
も
同
じ
で
し
た
。

　

そ
ん
な
折
、ド
ラ
マ「
遅
咲
き
の
ヒ
マ
ワ

リ
」が
放
送
さ
れ
た
こ
と
は
と
て
も
嬉
し
い

こ
と
で
し
た
。当
地
で
も
パ
ソ
コ
ン
経
由
で

見
て
お
り
ま
し
た
。市
民
病
院
の
錆
だ
ら
け

の
柵
越
し
に
見
え
る
の
は
「
幡
多
グ
リ
ー

ン
」、鮮
や
か
な
東
山
の
山
並
み
。あ
の
山
を

背
景
に
た
こ
揚
げ
大
会
を
し
た
な
あ
、マ
ラ

ソ
ン
が
苦
し
か
っ
た
っ
け
な
ぁ
、と
大
変
な

つ
か
し
く
拝
見
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ド
ラ
マ
の
中
で
商
店
街
復
興
に

尽
力
す
る
順
一
を
見
て
は
、
地
元
に
い
る

同
級
生
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。
私

は
外
に
出
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
地
元
で

が
ん
ば
っ
て
い
る
友
達
が
い
る
。
さ
ら
に

ド
ラ
マ
と
同
じ
よ
う
に
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
人
た
ち
が
い
る
。
こ
れ
は
な
ん
と

心
強
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

オ
ラ
ン
ダ
か
ら
四
万
十
へ
、
大
き
な

エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

（
翻
訳
者
）

中
脇
初
枝
さ
ん

坪
田
譲
治
文
学
賞

受
賞

　

本
市（
中
村
）出
身
の
作
家
中
脇
初
枝
さ
ん（
横
浜
市

在
住
）の
小
説『
き
み
は
い
い
子
』が
第
28
回
坪
田
譲
治

文
学
賞（
主
宰
・
岡
山
市
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
作
品
は
、同
じ
日
、同
じ
町
の
雨
の
午
後
、い
ろ

ん
な
家
庭
に
お
こ
っ
た
子
ど
も
の
教
育
に
か
か
わ
る

問
題
を
と
り
あ
げ
た
５
編
か
ら
な
る
連
作
短
編
集
で
、

昨
年
出
版
さ
れ
た
も
の
。

　

中
脇
さ
ん
は
、中
村
高
校
在
学
中
の
平
成
３
年
、『
魚

の
よ
う
に
』で
坊
ち
ゃ
ん
文
学
賞
を
受
賞
。

　

一
昨
年
、
幡
多
民
話
と
風
土
の
会
が
出
版
を
し
た

『
四
万
十
川
流
れ
て
　

幡
多
昔
む
か
し
』
の
執
筆
陣
の

一
人
で
あ
り
、本
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
。

　

坪
田
譲
治
文
学
賞
は
、昭
和
63
年
の
第
４
回
に
本
市

（
西
土
佐
津
野
川
）出
身
の
笹
山
久
三
さ
ん
の『
四
万
十

川―

あ
つ
よ
し
の
夏
』
も
受
賞
し
て
い
ま
す
。
笹
山
さ

ん
も
、ふ
る
さ
と
応
援
団
員
。

（
ポ
プ
ラ
社
刊
）
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★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く94

　

学
校
で
の
イ
ジ
メ
が
10
万
人
を
超

え
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
に
驚
い
た
の

も
束
の
間
、
最
近
は
14
万
人
超
と
公

表
さ
れ
、し
か
も
、隠
れ
イ
ジ
メ
は
20

万
人
以
上
だ
と
聞
か
さ
れ
る
と
、
子

育
て
か
ら
卒
業
し
て
い
る
私
で
も
身

震
い
が
い
た
し
ま
す
。
い
つ
か
ら
子

ど
も
た
ち
は
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

昔
だ
っ
て
イ
ジ
メ
に
類
す
る
事
柄

は
ゴ
マ
ン
と
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

昔
と
今
で
は
明
ら
か
に
違
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
番
の
違
い
は
、

世
の
中
の
仕
組
み
の
違
い
と
、
子
ど

も
世
界
の
仕
組
み
が
、
大
き
く
ず
れ

て
い
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

昔
の
大
人
達
に
は
、
こ
ん
な
時
は

こ
う
す
る
、（
ま
た
は
、
こ
う
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
）
と
い
う
共
通
の
規

範
が
、
伝
統
的
に
存
在
し
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。そ
れ
ゆ
え
、ど
ん
な
家
庭

で
も
、
一
応
は
そ
れ
に
従
わ
な
け
れ

ば
と
、
ど
の
親
も
心
し
て
い
た
も
の

の
よ
う
で
し
た
。
社
会
通
念
と
い
う

か
、家
庭
基
盤
と
い
う
か
、そ
ん
な
も

の
を
大
切
に
し
て
い
た
大
人
が
存
在

し
て
い
た
の
で
す
。

　

子
ど
も
の
世
界
も
同
じ
く
で
す
。

大
し
た
遊
び
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
野
球
の
ル
ー
ル
も
サ
ッ
カ
ー
も

し
ら
な
い
時
代
で
し
た
が
、
子
ど
も

の
自
主
は
、
子
ど
も
自
身
が
守
る
気

概
が
あ
り
ま
し
た
。た
と
え
ば
、弱
い

者
に
は
手
を
出
す
な
、
マ
イ
ッ
タ
と

い
え
ば
手
を
ひ
く
、…
…
と
い
っ
た

種
類
の
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
は
、
建
前
で
な
く
本
気
（
本

音
）
で
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
、少
し
年
長
の
者
が
示
し
て

く
れ
ま
し
た
。そ
の
子
を
見
習
っ
て
、

お
れ
も
あ
の
年
に
な
れ
ば
そ
う
し

た
い
と
心
に
決
め
た
も
の
で
し
た
。

そ
こ
に
は
、真
に
尊
敬
す
る
先
輩
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
存
在
し
た
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　

だ
か
ら
本
気
で「
あ
の
兄
ち
ゃ
ん

（
姉
ち
ゃ
ん
）
の
よ
う
な
人
に
な
ろ

う
」
と
、
憧
れ
の
先
輩
と
行
動
を
共

に
し
た
も
の
で
し
た
。今
は
交
わ
る

友
人
も
少
な
く
、付
き
合
う
の
は
せ

い
ぜ
い
同
学
年
世
代
で
、ど
れ
も
こ

れ
も
似
た
り
寄
っ
た
り
、生
ま
れ
た

時
か
ら
く
っ
つ
い
て
い
る
間
柄
ば

か
り
で
す
。「
憧
れ
の
先
輩
」が
な
か

な
か
み
つ
か
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
克
服
の
た
め
に
、か
つ

て
は
文
部
省
直
属
で
少
年
自
然
の

家
と
か
、青
年
の
家
な
ど
が
創
設
さ

れ
、
未
知
の
人
や
ち
が
う
世
代
と
の

交
流
を
目
指
し
た
も
の
で
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
施
設
利
用
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。初
め
て
の

世
界
で
、未
体
験
の
冒
険
を
さ
せ
る

こ
と
の
大
切
さ
を
、教
育
界
が
も
う

一
度
声
に
出
し
て
欲
し
い
と
願
う

も
の
で
す
。
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「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」、「
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載

に
つ
い
て
は
、ご
家
族
の
希
望
を
聞
い
て

掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

　
　

（
本
庁
）市
民
課

（
３
４
）１
１
１
３

　
　
　

ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　下記日程で日本年金機構による年金相談を行います。どうぞお気軽にご利用ください。
  なお、相談時には、ご本人・代理人確認のための身分証明書（運転免許証等）や年金手帳、年
金証書等をお持ちください。また、代理人の場合は委任状（基礎年金番号、相談内容、交付物
の記載）が必要になります。詳しくは下記までお問合せください。

※当日、年金に関するデータの交付を希望する場合は、身分証明書として運転免許証、パス

　ポートなど公的機関の発行した有効期限内の顔写真付身分証明書が必要となります。

　日　時　2月21日（木）10時～12時、13時～15時
　場　所　西土佐総合支所

【問い合わせ先】
　　　　　　　日本年金機構幡多年金事務所（中村東町2丁目4‐10）　☎（34）1616
　　　　　　　（本　　庁）市民課 市民係　　　　　　　　　　　　 ☎（34）1113
　　　　　　　（総合支所）市民課 西土佐市民国保分室　　　　　　 ☎（52）1111

年金相談のお知らせ
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土居水道工事店
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12 水道の使用を開始・中止するときは…
引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用者の名義を変
更するときは、事前に下記までご連絡をお願いします。

【問い合わせ・連絡先】
（本　　庁) 水　道　課　☎（34)1711
（総合支所）産業建設課　☎（52)1111

竹本病院
中村クリニック
市民病院
さくらクリニック
市民病院
正木整形外科

）
）
）
）
）
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日
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月
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☎（ 3 5 ）4 1 5 1
☎（ 3 4 ）5 1 0 0
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 5 ）2 5 5 5
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 4 ）5 2 5 2

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
　事前に電話でお問い合わせください。
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市
観
光
協
会
に

よ
る
と
、
年
末
年
始

に
案
内
し
た
観
光

客
数
は
、
前
年
同
期

の
３
倍
以
上
で
、
そ

の
う
ち
８
割
以
上

が
『
遅
咲
き
の
ヒ
マ

ワ
リ
』
の
ロ
ケ
地
を

尋
ね
て
来
た
そ
う

で
す
。

　

ま
た
、
年
末
年
始

に
お
い
て
、
今
年
ほ

ど
佐
田
沈
下
橋
に

人
が
訪
れ
た
こ
と

は
な
か
っ
た
そ
う

で
、
改
め
て
ド
ラ
マ

の
効
果
に
は
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。

（
広
報
編
集
担
当
者
）

「広報四万十」3月号は3月6日(水)発送予定です「広報四万十」3月号は3月6日(水)発送予定です「広報四万十」3月号は3月6日(水)発送予定です

広報

広報

2月実施の統計調査

調　査　名 該当地区

家計調査

労働力調査

京町、於東町、新町
天神橋、愛宕町、小姓町

安並、東町１丁目

【問い合わせ先】
（県）総務部 統計課　☎088(823)9344

　昨年放送された四万十市を舞台にした
ドラマ「遅咲きのヒマワリ～ボクの人生、
リニューアル～」、第１話のラストで、主
人公の２人がカヤックで四万十川にかか
るこいのぼりの下をくぐるシーンがあり
ました。
　これは、撮影用にこいのぼりを一部借
りて、かわらっこ下の四万十川に渡して
いたものですが、市としてドラマのシー
ンが再現できるようにこいのぼりを渡し
て、二人乗りのカヤックでこいのぼりの
下をくぐってもらえるようにしたいと計
画しています。
　そのためには、現在こいのぼりが不足
しています。もしご家庭で眠っているこ
いのぼりで、使う予定がないものがあり
ましたら、寄贈していただき、四万十川で
泳がしてみませんか。

※こいのぼりは、かわらっこで管理するもので、返却はできません。

【問い合わせ先】(社) 四万十市観光協会　☎（35）4171

■募集期間　6月30日（日）まで
■持ち込み先　かわらっこ、四万十市観光協会、四万十市役所（本庁観光課、支所産業建設課）
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